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広　報

しんおんせん

　10 月 13、14 日に京都府宇治市で開催された「第 62 回近畿秋季軟式野球大会（Ｂ級）」（近
畿野球連盟主催）に兵庫県代表として出場し、優勝の快挙を成し遂げた「浜坂野球クラブ」
の監督と選手が役場を訪れ、馬場町長に優勝報告を行いました。
　浜坂野球クラブは、浜坂地域在住の 24 歳から 37 歳で構成されたアマチュア野球チー
ムで、約 40 年ぶりに同大会へ出場し、初めて近畿の頂点に立ちました。
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11 月号の主な内容

海・山・温泉　人が輝く　夢と温もりの郷
‐安らぎと憩いの空間　新温泉町‐
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―

新
温
泉
町
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ―

　

夢
が
広
が
る
「
夢
ネ
ッ
ト
」

　

新
温
泉
町
で
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
事
業
の
現
状
や
延
伸
計
画
に
つ
い
て
お
知
ら
せ

し
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
の
現
状
や
情
報
化
の
目
標
、
情
報
通
信
基
盤
整
備
の
必
要

性
に
つ
い
て
再
度
ま
と
め
ま
し
た
。

情
報
通
信
基
盤
整
備
の
必
要
性

・
浜
坂
地
域
の
防
災
無
線
は
供
用
開
始

後
20
年
が
経
過
し
て
お
り
、
老
朽
化

が
進
ん
で
い
ま
す
。

・
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
（
高
速
大
容
量
）

に
対
応
す
る
に
は
、
双
方
向
で
高
速

大
容
量
の
通
信
が
可
能
な
光
ケ
ー
ブ

ル
の
敷
設
が
必
要
で
す
。

・
テ
レ
ビ
難
視
聴
地
域
の
解
消
と
デ
ジ

タ
ル
化
対
応
が
必
要
で
す
。

・
元
気
な
地
域
づ
く
り
に
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
充
実
が
必
要
で
す
。
合
併
後

の
行
政
情
報
の
一
本
化
が
求
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

・
情
報
化
に
よ
り
地
域
の
産
業
を
活
性

化
し
ま
す
。
情
報
通
信
基
盤
は
、
企

業
の
立
地
や
若
者
の
定
住
に
不
可
欠

の
も
の
に
な
っ
て
い
ま
す
。

多機能で安心「防災告知放送」
○災害などの緊急放送をすべての家庭で聞くことができます
○聞き逃しても録音機能がありますので、後で繰り返して聞くこ
とができます。
○地区や自治会・学校区ごとに放送することができます。
○屋外のスピーカからも聞こえますので、農作業中も安心です。

町内全域光ファイバーで安定した「ＣＡＴＶインターネット」

○光ファイバーケーブルを全地域に整備しますので、どこでも
高速通信が可能となり地域間の格差が無くなります。
○学校間や公共施設間で高速通信が可能となり、高速インター
ネットを利用した授業や住民サービスの充実が図られます。
○産業の情報化により、必要な情報の入手、イベントや特産品
の情報発信により、地域産業の活性化が図られます。
○福祉や医療など様々な分野でＩＴ（情報通信技術）を活用し
たサービスを受けることができます。

町内会の放送設備は…
・一部の町内会では集落放送設備が整備され　
　ていませんので、緊急連絡などができません。
・回覧板では、時間がかかりすぎて間に合いま
　せん。

インターネットがＡＤＳＬだけでは…
・ＮＴＴの局舎から距離が離れると速度が落ちて
　いきます。
・動画などのサービスを安定して受けることが
　できません。

町づくりの目標 
海・山・温泉　人が輝く 
　　　夢と温もりの郷 

- 安らぎと憩いの空間　新温泉町 -  

活力 安心

自立と協働

誇り・生きがい

快適・生活環境
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ケーブルテレビ事業

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
輪
は 

拡
が
っ
て
い
ま
す（
普
及
状
況
）

　

兵
庫
県
で
は
、
平
成
19
年
４
月
現

在
で
18
市
８
町
（
19
局
）
で
自
主
放

送
を
行
う
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
が
開

局
し
て
お
り
、
加
入
世
帯
数
（
約

１
２
１
万
９
千
世
帯
）
は
、
全
県
世
帯

数
（
約
２
１
８
万
５
千
世
帯
）
の
55
・

８
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に
見

て
も
高
い
加
入
率
で
す
が
、
そ
の
ほ
と

ん
ど
が
神
戸
な
ど
都
市
部
を
中
心
に
拡

が
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
採
算
面
か

ら
民
間
事
業
者
に
よ
る
整
備
が
難
し
い

農
村
部
で
も
、
市
や
町
が
国
・
県
の
補

助
を
受
け
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
、
但
馬
の
自
治
体
で
は
朝
来
市
と

養
父
市
が
市
内
全
域
で
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
合

併
し
た
市
町
で
は
、
加
東
市
や
南
あ
わ

じ
市
、
神
河
町
な
ど
が
全
地
域
へ
の
整

備
を
行
っ
て
お
り
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

が
地
域
の
放
送
・
通
信
を
担
う
社
会
資

本
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
、
さ
ら
に
拡

が
っ
て
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
広
報
情
報
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

管理が簡単「テレビ施設」
○ケーブルテレビは、アナログ放送の終了まで
にデジタル放送に対応します。
○アンテナの維持管理の心配はいりませんので、
デジタルテレビやデジタルチューナなど屋内
の対応で済みます。

無料で楽しい「ケーブル電話」
○ケーブルテレビの加入者間では、無料で電話
することが出来ます。
○心配事の相談なども電話代を気にせずにゆっ
くりとお話しできます。

住民主役の「自主放送番組」
○地域の催し物、学校行事など町民が主役となっ
たテレビ番組に出演することができます。
○自分たちの地域活動をみんなに知ってもらえ
ます。いっしょに活動する仲間も増えます。
○行政が取り組む様々な政策や提供するサービ
スをテレビで見ることができます。

汎用性の高いシステム
○ケーブルテレビは、身近なテレビを使って情
報提供する他、電話や告知放送など高齢者の
方でも簡単にご利用いただけます。
○情報化は、インターネットだけでなくＩＴ（情
報通信技術）を活用することで、「いつでも、
どこでも、誰でも」様々なサービスを利用で
きることを目標にしています。

テレビの共聴施設や個人のアンテナでは…
・２０１１年のアナログ放送の終了までにデジタル
放送への対応が必要です。

・戸数が少ない組合では、一戸あたりの負担が増え
ます。また、山の上にあるアンテナの管理はたい
へんです。

・雪が降ったり、風が吹くたびに
アンテナが心配です。

今の電話で連絡すると…
・	長話をしたり、たくさんの人に
かけると電話代が多くかかっ
てたいへんです。

パソコンなど操作が難しい…
・	パソコンなどを持っていなくて、
インターネットをしたことがない。

チラシや会報だけでは…
・限られた人しか見ることができ
　ず、なかなか仲間が増えません。
・情報量が限られていて、伝えた
　いことがうまく伝わりません。
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平
成
18
年
度
決
算
報
告

　

財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　

普
通
会
計
の
平
成
18
年
度
決
算
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
歳
入
・
歳
出
別
内
訳
は
次
の

と
お
り
で
す
。
歳
入
総
額
は
１
０
３
億
７
０
０
４
万
円
（
対
前
年
度
比
84
・
４
％
）、
歳
出

総
額
は
１
０
１
億
６
３
７
７
万
円
（
対
前
年
度
比
86
・
７
％
）
と
な
り
ま
し
た
。
歳
入
総
額

か
ら
歳
出
総
額
を
控
除
し
た
も
の
か
ら
翌
年
度
繰
越
財
源
を
控
除
し
た
結
果
、
５
１
１
9
万

円
の
黒
字
決
算
と
な
り
ま
し
た
。(

翌
年
度
繰
越
財
源
：
１
億
５
５
０
８
万
円
）

地方交付税
42億 4,910 万円
41.0％

町税
14億 8,971 万円
14.4％

普通会計
歳入

103 億 7,004 万円

普通会計
歳出

101 億 6,377 万円

普通建設事業費
16億 7,490 万円
16.5％

物件費
12億 7,439 万円
12.5％

人件費
19億 1,137万円
18.8％

町債
15億 9,660 万円
15.4％

県支出金
8億 1,216 万円
7.8％

分担金及び負担金
1,428 万円
0.1％

使用料及び手数料
4億 2,222 万円
4.1％

国庫支出金
4億 6,090 万円
4.4％

諸収入
3億 6,942 万円
3.6％
繰越金
2億 8,094 万円
2.7％

繰入金
5,465 万円
0.5％

財産収入・寄付金
2,222 万円
0.2％

維持補修費
2,105 万円
0.2％

補助費等
11億 5,432 万円
11.4％

扶助費
5億 1,846 万円
5.1％

公債費
21億 5,222 万円
21.2％

積立金
5,403 万円
0.5％

投資及び出資金、貸付金
3億 505 万円
3.0％

災害復旧事業費
2億 3,193 万円
2.3％

譲与税・交付金
5億 9,784 万円
5.8％

平
成
18
年
度
歳
入
歳
出
の
概
要

【
歳
入
】

　

町
税
は
、
町
民
税･

軽
自
動
車
税
が

増
と
な
っ
た
も
の
の
、
固
定
資
産
税
・

た
ば
こ
税
・
入
湯
税
が
減
と
な
り
、
全

体
で
０
・
6
％
の
減
収
と
な
り
ま
し
た
。

地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
合
併
支
援

措
置
の
減
額
及
び
記
録
的
な
少
雪
の
影

響
で
７
・
１
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
国･

県
支
出
金
に
つ
い
て
は
、

大
型
補
助
対
象
事
業
が
減
と
な
っ
た
こ

と
と
、
特
に
災
害
に
係
る
補
助
金
が
大

幅
減
と
な
っ
た
た
め
前
年
度
に
対
し
て

大
き
く
減
少
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

繰
入
金
に
つ
い
て
も
、
平
成
17
年
度
に

多
額
の
基
金
繰
入
を
行
っ
た
た
め
、
比

較
す
れ
ば
△
93
・
３
％
と
大
き
く
減
少

し
ま
し
た
。

　

以
上
の
結
果
、
歳
入
全
体
で
は
平
成

17
年
度
に
比
べ
て
19
億
１
８
３
１
万
円

の
減
（
対
前
年
度
比
△
15
・
６
％
）
と

な
り
ま
し
た
。

【
歳
出
】

　

歳
出
の
う
ち
義
務
的
経
費
に
つ
い

て
、
人
件
費
は
合
併
に
伴
う
特
別
職
及

び
職
員
数
の
減
等
に
よ
り
平
成
17
年
度

に
比
べ
て
８
・
４
％
減
と
な
り
ま
し
た

が
、
扶
助
費
に
つ
い
て
は
民
生
費
に
か

か
る
扶
助
費
が
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

※普通会計とは、地方財政統計上統一的に用いられる会計区分。個々の地方
公共団体ごとの財政比較や統一的な掌握を行うための会計区分。

繰出金
8億 6,605 万円
8.5％
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借
金
の
返
済
に
あ
た
る
公
債
費
は
、
公

共
用
地
取
得
等
特
別
会
計
に
係
る
町
債

の
一
括
償
還
を
行
っ
た
た
め
、
平
成
17

年
度
に
比
べ
て
22
・
８
％
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

ま
た
、
投
資
的
経
費
に
つ
い
て
は
、

平
成
17
年
度
に
比
べ
て
39
・
０
％
の
減

と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
総
合
支
所

建
設
事
業
、
小
学
校
施
設
整
備
事
業
な

ど
が
増
と
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

県
営
事
業
負
担
金
・
町
営
住
宅
建
設
事

業
・
合
併
関
連
事
業
な
ど
の
大
型
事
業

が
減
と
な
っ
た
た
め
で
す
。
特
に
、
災

害
復
旧
事
業
費
に
お
い
て
は
、
△
70
・

４
％
の
大
幅
減
と
な
り
ま
し
た
。

会　　計　　名 歳入総額（A) 歳出総額（B) （A)-(B) 翌年度に繰り
越すべき財源 実質収支

一般会計 9,992,921 9,813,211 179,710 150,322 29,388 
国民健康保険事業特別会計（事業勘定） 1,662,705 1,651,699 11,006 0 11,006 
国民健康保険事業特別会計（照診施設勘定） 38,770 38,769 1 0 1 
国民健康保険事業特別会計（八診施設勘定） 52,422 52,421 1 0 1 
国民健康保険事業特別会計（歯科診施設勘定） 56,870 56,870 0 0 0 
老人保健事業特別会計 2,151,479 2,151,479 0 0 0 
介護保険事業特別会計 1,102,298 1,061,792 40,506 3,120 37,386 
公共用地取得等事業特別会計 474,001 474,001 0 0 0 
バス運行事業特別会計 10,022 10,022 0 0 0 
浜坂地区残土処分場事業特別会計 343,285 319,308 23,977 4,759 19,218 
温泉地区残土処分場事業特別会計 85,025 82,618 2,407 0 2,407 
宅地造成事業 6,949 6,947 2 0 2 
コミュニティ ･プラント事業特別会計 115,507 115,331 176 0 176 
簡易水道事業 25,183 18,412 6,771 0 6,771 
七釜温泉配湯事業特別会計 14,353 9,395 4,958 0 4,958 
下水道事業 1,004,589 999,898 4,691 0 4,691 

用語解説

経常収支比率　町税、地方交付税を中心とする
経常一般財源が、人件費、扶助費、公債費のよ

うな義務的経費にどの程度消費されているかに

よって、財政構造の弾力性を判断するもの。

公債費比率　公債費（町債の元利償還に必要な
経費）に充当された一般財源の一般財源総額に

占める割合。

起債制限比率　地方債の許可制限に係る指標と
して地方債許可方針に規定されたもの。20％以

上なら起債制限が適用される。

実質公債費比率　地方債の許可制度が協議制度
に移行したことに伴う新たな指標で、18％未満

なら借入の際に協議で足りるが、18％以上とな

ると許可が必要となる。さらに 25％以上なら

起債制限団体となる。

財政力指数　地方交付税法の規定により算出さ
れた数値の過去３ヵ年の平均値で、財源の余裕

度を判断するもの。

実質収支比率　標準財政規模に対する実質収支
額の割合をいう。

※標準財政規模とは、地方公共団体の一般財源

の標準規模を示したもので、通常水準の行政

活動を行う上に必要な一般財源の総量をいう。

（一般会計及び特別会計） （単位：千円）

会　計　名
収益収支 資本収支

収入 支出 収入 支出
浜坂温泉配湯事業会計 47,729 38,247 0 9,943 
水道事業会計 270,890 288,824 18,705 68,760 
公立浜坂病院事業会計 1,197,637 1,388,082 164,988 167,961 

（企業会計） （単位：千円）

年度区分 経常収支
比率

公債費
比率

起債制限
比率

実質公債費
比率

財政力
指数

実質収支
比率

平成 18年度 94.6 21.4 14.8 17.9 0.313 0.9 
平成 17年度 92.9 20.8 14.3 16.0 0.298 16.0 

◆財政構造 （単位：％）

【分析】経常収支比率については、普通交付税をはじめとする経常一
般財源総額が減少し､ 逆に経常経費に充当された一般財源は、人件費
及び物件費等が減となっているものの繰出金にかかる経常一般財源が
増となったため、結果比率が上昇しました。また、実質公債費比率に
ついても、普通交付税の減の影響及び公債費の増加により前年度から
1.9 ポイント上昇しましたが、基準値の 18％未満となっています。
　以上のとおり、本町の財政構造は弾力性が失われつつあり、硬直化
が進行しています｡
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平
成
18
年
度

　
　

普
通
会
計
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　
「
地
方
自
治
体
の
総
合
的
な
財
政
分
析
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書
（
平
成
12
年

自
治
省
）」
に
基
づ
き
、
平
成
18
年
度
新
温
泉
町
普
通
会
計
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
作

成
し
ま
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
と
は
、
企
業
会
計
手
法
に
よ
る
財
政
状
況
の
分
析

を
表
し
た
も
の
で
、
資
産
、
負
債
等
の
ス
ト
ッ
ク
状
況
の
全
体
像
を
、
総
合
的
か
つ

一
覧
性
の
あ
る
形
で
、
皆
さ
ん
に
わ
か
り
や
す
く
説
明
す
る
も
の
で
す
。

平成 18 年度普通会計バランスシート
　（平成 19 年 3 月 31 日現在）

区　　　分 平成 18 年度
（単位：百万円）

住民 1 人あたり
（単位：千円）

資

　

　

産

有形固定資産 39,230 2,202
　　（うち土地） 7,002 393

民生関係 1,845 104
衛生関係 3,766 212
農林水産関係 7,698 432
土木関係 9,726 545
教育関係 10,207 573
その他 5,988 336

投資等 3,550 200
投資・出資金 2,876 162
貸付金 213 12
基金 180 10
退職手当組合積立金 281 16

流動資産 1,214 70
現金・預金 695 40

財政調整基金 442 25
減債基金 47 3
歳計現金 206 12

未  収  金 519 30
地方税 116 7
その他 403 23

資産合計 43,994 2,472

負

債

負債 18,661 1,049
固定負債 17,422 979

地方債 14,422 810
債務負担行為 0 0
退職給与引当金 3,000 169

流動負債 1,239 70
翌年度償還予定額 1,239 70

正
味
資
産

正味資産計 25,333 1,423
国庫支出金 4,619 259
県支出金 5,016 282
一般財源等 15,698 882

負債・正味資産合計 43,994 2,472

　

平
成
18
年
度
は
、
平
成
17
年
度
と
比

べ
資
産
が
６
・
８
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

主
な
増
減
に
つ
い
て
は
、
有
形
固
定

資
産
の
償
却
に
よ
り
、
８
億
円
減
少
、

流
動
資
産
の
内
、
財
政
調
整
基
金
が

２
・
８
億
円
増
加
し
た
も
の
の
歳
計
現

金
が
３
・
55
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

バランスシートの見方
◇本町の持っているストック＝資産（施設や道路など
の財産）と、その資産をどのようにして調達したか
を表します。
◇負債は、資産形成に関して将来世代の負担となる借
金を表します。

◇正味資産は、資産形成に関して現世代が負担した分
を表します。うち国庫支出金、県支出金は、国や県
が支出した金額、一般財源等は住民からの税金によ
り資産が形成された金額です。

◇バランスシートは、本町の行政活動のうち、資産の
形成につながるものを表します。

新
温
泉
町
の 

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
特
徴

　

平
成
18
年
度
は
、
平
成
17
年
度
と
比

べ
資
産
が
６
・
８
億
円
減
少
し
ま
し
た
。

　

資
産
の
減
少
要
因
と
し
て
は
減
価
償

却
額
累
計
の
増
加
に
よ
る
有
形
固
定
資

産
の
減
少
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

ま
た
借
金
で
あ
る
負
債
は
、
３
・

87
億
円
減
少
し
て
い
ま
す
。
分
析
指
標

の
結
果
も
ふ
ま
え
る
と
、
有
形
固
定
資

産
の
整
備
が
進
ん
で
い
る
も
の
の
公
共

施
設
等
の
老
朽
化
の
た
め
資
産
の
価
値

が
全
体
的
に
下
が
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

基
金
の
残
高
は
若
干
増
加
し
て
い
る

も
の
の
、
将
来
世
代
の
負
担
は
平
成
17

年
度
と
ほ
ぼ
同
程
度
で
、
将
来
の
負
担

に
対
し
て
の
蓄
え
は
不
足
が
ち
と
い
う

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

住
民
１
人
あ
た
り
の
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
そ
れ
ぞ
れ
の
項

目
を
人
口
で
割
る
と
、
住
民
１
人
あ
た

り
の
財
産
の
額
や
負
債
の
額
な
ど
を
一

覧
表
で
示
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

新
温
泉
町
の
場
合
、
住
民
１
人
あ

た
り
の
資
産
は
２
４
７
・
２
万
円
と
な

り
、
昨
年
よ
り
も
０
・
６
万
円
多
く
、

負
債
は
１
０
４
・
９
万
円
と
昨
年
よ
り

も
０
・
２
万
円
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
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　新温泉町財政のバランスシートを使った分析
財政分析指標 新温泉町 指　標　の　見　方

世 代 間 負 担 比 率 
（負債合計／有形固定資産合計）

47.6％ 今ある資産を将来世代がどれくらい負担しなけ
ればならないかを示します。

予 算 額 対 資 産 比 率 
（資産合計／歳入合計）

4.24 年 今ある資産の形成に何年分の歳入が必要かを示
します。

用語解説

有形固定資産　町の不動産（建物、道路など）
や動産（自動車、コンピューターなど）のう

ち保有が長期に及ぶもの。

投資及び出資金　財団法人などへの出資金や
保有している有価証券。

歳計現金　歳入決算額と歳出決算額の差額。
未収金　年度末までに回収できなかった税金
など。

債務負担行為　資産として物件を引き渡され
たが支払が済んでいないもの等の金額。

退職給与引当金　年度末在籍職員全員が退職
するとした場合に支払われる退職手当金額。

翌年度償還予定額　年度末残高のうち、翌年
度の元金償還予定額を計上したもの。

一般財源等　主に住民からの町税や地方交付
税により資産がつくられた金額。

キャッシュ・フロー計算書　行政活動をお金
の流れから見たもので、一会計年度の現金・

現金同等物の増減内訳を表わしたもの｡ この

計算書を見ればお金の流れがわかり、基本的

な考え方は歳入歳出決算書と同じ｡

【キャッシュフロー計算書の分析】
　この計算書では、活動区分（行政活動・投資活動・財務活動）別に表示することで、それぞれの活動における
資金調達の原資や、資金の使い方を明確にしています｡
　まず、行政活動によるキャッシュ･フローでは、経常の行政活動から発生する資金を表しています。新温泉町では、
約 25億 4千万円の黒字です｡ 次に、投資活動によるキャッシュ ･フローですが、固定資産の取得や貸付による
収支などの資金を載せています。
　社会資本形成を表す投資活動による支出を、将来の負担に頼らないためには、投資活動の赤字額を行政活動の
黒字額の範囲内に抑えなければなりません｡ 新温泉町は約 4億 8千万円の黒字となっています。
　最後に財務活動によるキャッシュ ･フローですが、これは地方債の発行 ･償還による収支を表しています｡ 平
成 18年度末では約 5億 6千万円の赤字となっています｡ ここでは、町債残高が減少したことがわかります。

Ⅰ　行政活動によるキャッシュ・フロー
1 税収 1,743,284
2 使用料及び手数料収入 422,221
3 人件費による支出 ▲ 1,911,376
4 物件費による支出 ▲ 1,274,017
5 維持補修費による支出 ▲ 21,044
6 扶助費による支出 ▲ 518,458
7 諸収入 205,518

小　計　 ▲ 1,353,872
8 交付金による収入 4,593,365
9 国庫及び都道府県支出金による収入 853,205
10 分担金・負担金・寄附金による収入 20,456
11 補助費等による支出 ▲ 1,572,804

行政活動によるキャッシュ・フロー 2,540,350
Ⅱ　投資活動によるキャッシュ・フロー
1 有形固定資産の取得による支出 ▲ 1,488,351
2 国庫及び都道府県支出金による収入 419,859
3 財産の売却・運用による収入 16,034
4 貸付金元利収入 163,905
5 貸付金の貸付による支出 ▲ 200,958
6 投資及び出資による支出 ▲ 104,088
7 他会計・基金からの繰入による収入 54,651
8 積立基金への積立による支出 ▲ 54,012
9 他会計・定額運用基金への繰出しによる支出 ▲ 866,049

投資活動によるキャッシュ・フロー ▲ 2,059,009
Ⅲ　財務活動によるキャッシュ・フロー
1 地方債の発行による収入 1,596,600
2 地方債の償還による支出 ▲ 1,816,906
3 支払利子及び公債諸費による支出 ▲ 335,690

財務活動によるキャッシュ・フロー ▲ 555,996
Ⅳ　現金及び現金同等物の増減額 ▲ 74,655
Ⅴ　現金及び現金同等物の繰越残高 769,710
Ⅵ　現金及び現金同等物の年度末残高 695,055

【平成 18 年度　普通会計キャッシュフロー計算書】
（単位：千円）

―問い合わせ―
　総務課　財政係

　℡（０７９６）82‐３１１１
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虐
待
は
子
ど
も
た
ち
の
人
権
を
否
定
し
、
生
命
を
脅
か
す
危
険
な
問
題
で
す
。

す
べ
て
の
子
ど
も
た
ち
は
、
家
族
や
社
会
か
ら
愛
さ
れ
、
健
や
か
に
暮
ら
す
権
利

を
持
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
権
利
が
脅
か
さ
れ
て
い
る
子
ど
も
た
ち

が
い
ま
す
。
親
権
者
か
ら
虐
待
を
受
け
て
い
る
子
ど
も
た
ち
で
す
。　

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間

相　談　先
電話番号

平日 土、日、祝祭日
及び夜間等

新温泉町

福祉課　児童係 （0796）82-5620（0796）82-3111
温泉総合支所
　住民福祉課福祉係 （0796）99-2940（0796）92-1131（温泉保健福祉センター
　すこやか～に内）

豊岡子ども家庭センター （0796）22-4314 ‐

　

虐
待
は
子
ど
も
た
ち
の
人
権
を
踏
み

に
じ
る
だ
け
で
は
な
く
、
大
ケ
ガ
や
命

を
脅
か
す
危
険
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま

た
、
言
葉
の
暴
力
に
よ
っ
て
、
心
理
的

に
追
い
詰
め
ら
れ
た
り
、
適
切
な
養
育

を
さ
れ
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
る
な
ど
、

子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
悲
惨
な
事
件
や

事
故
が
全
国
各
地
で
数
多
く
起
こ
っ
て

い
ま
す
。

　

虐
待
が
増
え
て
き
た
背
景
に
は
、
家

庭
の
子
育
て
力
や
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
機
能
の
低
下
、
ま
た
、
家
庭
内
の

人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
、
経
済
問
題
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
要
因
が
あ
る
に

せ
よ
、
心
と
体
が
傷
つ
け
ら
れ
て
い
る

子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
る
と
い
っ
た

現
実
は
、
決
し
て
見
過
ご
す
こ
と
が
で

き
な
い
深
刻
な
社
会
問
題
で
す
。

◇児童虐待に関する相談先

※児童虐待は法律で禁止されています。虐待されている子どもを発見したときは、
　お知らせください。

児童虐待とは
　児童虐待とは、保護者が１８歳未満のこどもの心身を傷つけ、すこやかな成長や発達を損なう次のよう
な行為をいいます。

1　身体的虐待
子どもの身体に傷を負わせたり、そのおそれ
のある行為をすることです。
例：殴る、蹴る、火傷させる、首をしめる、お
ぼれさせるなど

2　性的虐待
性的ないたずらや性行為を強要することです。
例：性的な行為をさせたり、性器や性交を見せ
るなど

３　保護の怠慢・拒否（ネグレクト）
子どもに適切な衣食住の世話をしないで、子
どもを放置するなど、子どもの正常な心身の
発達を妨げるような行為を言います。
例：放置する、閉じ込める、受診させない、食
事を与えないなど

４　心理的虐待
子どもに言葉や態度により心に大きな傷を負わせ
る行為のことです。
例：脅迫、無視、拒否など

※「しつけ」と「虐待」の違い
多くの場合、虐待をしている親は、自分の行為を「しつけ」と主張しますが、親が「しつけ」だと思って
も、その行為が子どもを傷つけるものであれば「虐待」です。「しつけ」と「虐待」の違いは、親の言い
分ではなく、子どもがどのように感じ、受け止めているかによって判断されるものです。

▼問い合わせ　新温泉町要保護児童対策地域協議会（福祉課内）℡（０７９６）８２‐５６２０
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ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き

「まちづくり　アイデア　はがき」
　　■町への意見・提案・要望などを書いてください。

広報紙に掲載する場合は、氏名を載せてよい・とく名を希望
（どちらかを○で囲ってください）

　

本
町
は
、
住
民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
実
践
す
る
た
め
、「
ま
ち

づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載
し
、
皆
さ
ま
か
ら
ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る
ア
イ

デ
ア
（
意
見
、
提
案
及
び
要
望
）
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
こ
の
た
び
、
１
件
の
ア
イ

デ
ア
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
提
案
と
そ
の
内
容
を
掲
載
し
ま
す
。

　

な
お
、
今
後
も
隔
月
（
奇
数
月
）
に
「
ま
ち
づ
く
り
ア
イ
デ
ア
は
が
き
」
を
掲
載

し
ま
す
。
将
来
の
新
温
泉
町
の
た
め
、
一
人
ひ
と
り
の
ま
ち
づ
く
り
に
か
け
る
熱
い

思
い
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
※
掲
載
は
お
一
人
に
つ
き
、
年
２
回
ま
で
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。
３
回
目
以
降
に
つ
い
て
は
個
別
回
答
と
し
ま
す
。

よ
う
に
現
在
、
浜
坂
市
街
地
内
に
は

児
童
公
園
が
２
つ
あ
る
だ
け
で
す
。

こ
の
よ
う
に
浜
坂
市
街
地
内
は
公

園
・
緑
地
が
少
な
く
、
居
住
環
境
の

面
か
ら
も
そ
の
整
備
が
必
要
な
状
況

で
す
。
ま
た
、
公
園
は
住
民
の
安
ら

ぎ
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
形
成
の
場
と
な

る
だ
け
で
は
な
く
、
災
害
時
に
は
避

難
場
所
と
し
て
機
能
す
る
重
要
な
施

設
で
も
あ
り
ま
す
。

　

既
成
市
街
地
の
中
で
公
園
用
地
を

確
保
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
今
後
は
未
活
用
空
間
の
有

効
活
用
を
含
め
て
、
公
園
・
緑
地
の

整
備
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
建
設
課
長　

田
中
茂
）

公
園
の
整
備

　

浜
坂
に
は
、
公
園
が
少
な
い
の
で

も
っ
と
増
や
し
て
ほ
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
20
代　

女
性
）

（
回
答
）

　

現
在
浜
坂
地
域
内
に
は
浜
坂
白
馬
公

園
や
旭
町
ふ
れ
あ
い
広
場
、
栄
町
ふ
れ

あ
い
広
場
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

公
園
に
も
い
ろ
い
ろ
種
類
が
あ
り
、

広
大
な
敷
地
を
有
す
る
総
合
公
園
か

ら
、
住
宅
地
の
中
に
整
備
さ
れ
た
児
童

公
園
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
ご
質
問
の

「
公
園
」
は
、
お
そ
ら
く
後
者
の
よ
う

な
身
近
な
小
規
模
の
公
園
の
こ
と
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
先
に
述
べ
た

12
月
４
日
～

12
月

10
日
は
人
権
週
間

「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を
す
す
め
る
町
民
運
動
」
推
進
強
調
週
間

　

昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）
12
月
10
日
、
国
際
連
合
は
総
会
に
お
い
て
「
世
界
人

権
宣
言
」
を
採
択
し
、そ
れ
を
記
念
し
て
そ
の
日
を
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め
ま
し
た
。

　

法
務
省
及
び
全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
は
、
12
月
４
日
～
12
月
10
日
ま
で
の
一

週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定
め
、
本
町
に
お
い
て
も
「
差
別
を
な
く
し
人
権
文
化
を

す
す
め
る
町
民
運
動
」
推
進
強
調
週
間
と
し
、
人
権
意
識
の
高
揚
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ぜ
ひ
、
人
権
学
習
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

文
化
会
館　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８
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人
権
擁
護
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
、

中
井
邦
壽
さ
ん
が
再
任
さ
れ
ま
し
た
。

10
月
23
日
法
務
大
臣
か
ら
の
委
嘱
状
を

馬
場
町
長
が
再
任
さ
れ
た
中
井
さ
ん…

に
手
渡
し
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
と
は
、
住
民
の
権
利

を
守
る
た
め
に
、
人
権
相
談
や
各
種
啓

発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
委
嘱
状
を

受
け
取
っ
た
中
井
さ
ん
は
、「
社
会
情

勢
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
相
談
内
容
は

多
様
化
し
て
い
る
が
、
人
権
問
題
の
解

消
に
少
し
で
も
役
立
て
る
よ
う
与
え
ら

れ
た
職
責
を
全
う
し
た
い
」
と
決
意
を

新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

総
務
課　

人
権
推
進
室

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
３
２
８

郵　便　は　が　き

新温泉町役場企画課

「まちづくり アイデア はがき」係行

6 6 9 6 7 9 2

■住　所

　　新温泉町

電話　　　　－　　　　　　　　

■氏　名（ふりがな） 年 齢 　　   歳

性 別 男  ・  女 

※個人情報は、「まちづくりアイデアはがき」の目的以外には使用しま
せん。

※住所、氏名等の記載のないはがきへの回答はできませんのでご了承ください。

職
歴
が
あ
る
場
合
は
、
こ
れ
ら
を

勘
案
の
う
え
決
定
し
ま
す
。

【
受
付
期
間
】　

11
月
９
日
（
金
）
～

　

26
日
（
月
）（
祝
日
を
除
く
月
曜

日
～
金
曜
日
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
30
分
）

【
試
験
職
種
】

　

一
般
行
政
職
（
初
級
職
）

【
採
用
予
定
人
員
】

　

一
般
事
務　

１
名
程
度

【
受
験
資
格
】

・
昭
和
52
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年

４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
人

・
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
人

・
自
力
に
よ
り
通
勤
す
る
こ
と
が
で
き
、

か
つ
介
助
者
な
し
に
職
務
遂
行
が
可

能
な
人

【
第
１
次
試
験
】

◇
と
き　

平
成
19
年
12
月
２
日
（
日
）

午
前
10
時
～
（
受
付
９
時
30
分
～
）

◇
と
こ
ろ　

新
温
泉
町
役
場　

会
議
室

【
採
用
】　

平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
の

予
定

【
給
与
】
一
般
行
政
職
の
初
任
給
は
、

高
校
卒
月
額
14
万
２
８
０
０
円
、
大

学
卒
月
額
17
万
０
２
０
０
円
で
す
。

　

新
温
泉
町
で
は
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た
職
員
採
用
候
補
者
試

験
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の
採
用
候
補
者
試
験
は
、
障
害
者
の
雇
用
の
促
進
等
に
関

す
る
法
律
の
趣
旨
に
基
づ
き
、
身
体
に
障
害
の
あ
る
人
の
雇
用
の
促
進
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

身
体
に
障
害
の
あ
る
人
を
対
象
と
し
た

職
員
採
用
候
補
者
試
験
の
お
知
ら
せ

人
権
擁
護
委
員

　
　

中
井
邦
壽
さ
ん
が
再
任

中井　邦壽
（湯）

　

※
郵
送
の
場
合
は
、11
月
26
日
（
月
）

必
着
。

【
申
込
方
法
】　

総
務
課
及
び
温
泉
総
合

支
所
振
興
課
で
交
付
し
て
い
る
申
込

用
紙
に
記
入
し
、
総
務
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
申
込
用
紙
を

郵
便
で
請
求
す
る
場
合
は
、
１
２
０

円
切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信

用
封
筒（
角
２
号
封
筒〔
週
刊
誌
大
〕）

を
必
ず
同
封
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

総
務
課　

人
事
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１
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総
会
で
は
、
新
組
織
の
会
則
や
役
員

の
選
出
、
事
業
計
画
な
ど
が
協
議
さ
れ

承
認
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
旧
組
織

の
事
業
を
継
続
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
幅

広
い
国
際
交
流
活
動
を
推
進
し
て
い
き

ま
す
。会
員
募
集
も
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。

「
新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会
」
発
足

　

海
外
と
の
友
好
・
交
流
を
通
し
て
国
際
間
の
理
解
と
友
情
を
深
め
る
た
め
、
浜
坂

国
際
交
流
協
会
と
温
泉
国
際
交
流
実
行
委
員
会
は
、
こ
れ
ま
で
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
な
ど

の
国
際
交
流
事
業
を
そ
れ
ぞ
れ
独
自
に
進
め
て
き
ま
し
た
。
両
組
織
を
統
合
し
、
10

月
26
日
（
金
）、
ロ
グ
ハ
ウ
ス
カ
ナ
ダ
で
新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会
設
立
総
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

主
な
役
員
構
成
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

　

◇
会　

長　

朝
野　

健
次　

　

◇
副
会
長　

谷
田　

一
富

　
　
　
　
　
　

猪
坂　

悦
司

　

◇
幹　

事　

山
村　

幸
代

　
　
　
　
　
　

水
田　

賢
治　

　

◇
会　

計　

森
田　

善
幸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

新
温
泉
町
国
際
交
流
事
業 

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
受
け
入
れ
募
集

　

日
本
の
文
化
と
生
活
習
慣
を
体
験
す

る
た
め
、
本
年
も
南
太
平
洋
大
学
の

学
生
と
香
港
の
学
生
が
来
町
し
ま
す
。

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
て
、
様
々
な
国

の
文
化
な
ど
を
知
る
よ
い
機
会
で
す
。

明
る
い
学
生
た
ち
と
楽
し
く
過
ご
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

雪
国
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

▼
受
入
期
間　

12
月
14
日
（
金
）
～

　

12
月
17
日
（
月
）

▼
来
町
す
る
学
生　

３
名

▼
応
募
期
限　

11
月
30
日
（
金
）

【
昨
年
受
け
入
れ
さ
れ
た
西
村
さ
ん
談
】

　

昨
年
の
暖
冬
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
雪

を
体
験
し
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
が
通

じ
た
の
か
幸
運
に
も
雪
遊
び
を
体
験
し

て
も
ら
い
、
初
め
て
見
た
雪
は
彼
女
に

と
っ
て
す
ば
ら
し
い
思
い
出
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。「
新
温
泉
町
は
、
ゆ
っ

た
り
と
し
た
雰
囲
気
で
落
ち
着
け
る
場

所
で
好
き
で
す
。」
と
言
っ
て
も
ら
っ

た
の
で
気
を
遣
い
す
ぎ
ず
、
楽
し
い
数

日
を
過
ご
せ
ま
し
た
。
サ
モ
ア
と
日
本

の
生
活
と
の
違
い
を
話
す
中
で
、
サ
モ

ア
が
特
別
な
国
と
な
り
ま
し
た
。
再
会

で
き
る
日
を
楽
し
み
に
し
て
ま
す
。

香
港
学
生
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

▼
受
入
期
間　

平
成
19
年
12
月
26
日

（
水
）
～
平
成
20
年
１
月
５
日
（
土
）

▼
来
町
す
る
学
生　

５
名

▼
応
募
期
限　

11
月
30
日
（
金
）

【
昨
年
受
け
入
れ
さ
れ
た
樹
岡
さ
ん
談
】

　
「
何
か
お
役
に
た
て
ば
」
と
思
い
、

初
め
て
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
を
引
き
受

け
る
こ
と
に
し
た
も
の
の
、
言
葉
の
問

題
や
食
事
、
習
慣
等
大
変
心
配
不
安
が

あ
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
実
際
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
に
来

ら
れ
一
緒
に
生
活
す
る
う
ち
に
、
娘

が
一
人
増
え
た
よ
う
に
自
然
に
楽
し
く

生
活
が
で
き
、
10
日
間
が
あ
っ
と
い
う

間
に
過
ぎ
ま
し
た
。
彼
女
も
「
こ
の
地

の
自
然
は
素
晴
ら
し
い
」
と
大
変
気
に

入
っ
て
く
れ
ま
し
た
。「
文
化
の
交
流
・

人
間
の
温
か
さ
、
世
界
は
広
い
よ
う
で

狭
い
」
な
ど
家
族
全
員
で
い
い
経
験
を

さ
せ
て
い
た
だ
き
、感
謝
し
て
い
ま
す
。

▼
そ
の
他　

・
新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会
が
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
支
援
し
ま
す
。
初
め
て
の

受
け
入
れ
で
も
安
心
い
た
だ
け
ま
す
。

・
滞
在
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
受
入
家
庭

の
負
担
を
少
し
で
も
軽
く
な
る
よ

う
、
相
談
し
な
が
ら
決
定
し
ま
す
。

・
受
け
入
れ
や
入
会
に
関
し
て
ご
質
問

等
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
お
気
軽
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

―

問
い
合
わ
せ―

　

　

新
温
泉
町
国
際
交
流
協
会

　
　
　
　
　
　
　
（
商
工
観
光
課
内
）

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
５

　　　　　新温泉町国際交流協会設立総会
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歳
入
と
歳
出
の
状
況

　

平
成
19
年
度
一
般
会
計
予
算
の
総
額

は
、
9
月
末
現
在
で
96
億
２
１
５
５
万

円
で
す
。

　

収
入
済
額
は
40
億
２
９
５
０
万

円
。
予
算
額
に
対
す
る
収
入
率
は

41
・
９
％
で
す
。
ま
た
、
支
出
済
額
は

32
億
９
７
６
５
万
円
、
予
算
額
に
対
す

る
支
出
率
は
34
・
３
％
で
す
。

　

歳
入
、
歳
出
の
科
目
別
の
執
行
状
況

は
、
表
１
、２
の
と
お
り
で
す
。

町
債
、
基
金
な
ど
の
状
況

　

町
債
は
建
設
事
業
な
ど
を
行
う
た
め

に
借
り
入
れ
た
お
金
で
、
一
般
会
計
の

現
在
高
は
１
４
４
億
３
１
７
０
万
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。（
表
３
の
と
お
り
）

借
入
先
は
、
銀
行
な
ど
の
金
融
機
関
、

簡
易
保
険
や
年
金
な
ど
の
政
府
資
金
、

公
営
企
業
金
融
公
庫
で
す
。

　

ま
た
、
一
時
的
な
支
払
資
金
と
す
る

一
時
借
入
金
の
合
計
額
は
、
７
億
５
，

０
０
０
万
円
で
す
。（
表
４
の
と
お
り
）

　

さ
ら
に
、
資
金
を
積
み
立
て
て
い
る

基
金
の
合
計
額
は
14
億
８
５
０
３
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。（
表
５
の
と
お
り
）

町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

‐
平
成
19
年
度
上
半
期
（
４
月
～
９
月
）
‐

　

町
の
財
政
が
ど
の
よ
う
に
運
営
さ
れ
、
ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て
い
る
の
か
を

町
民
の
皆
様
に
広
く
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
財
政
状
況
を
公
表
し
て
い
ま
す｡

今

回
は
、
平
成
19
年
度
9
月
末
現
在
の
予
算
執
行
状
況
、
財
産
・
地
方
債
及
び
一
時
借

入
金
の
現
在
高
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

歳出科目 予算現額
（千円）

支出済額
（千円）

執行率
（％）

議　会　費 112,659 55,932 49.6
総　務　費 1,242,350 404,681 32.6
民　生　費 1,757,226 563,581 32.1
衛　生　費 914,299 533,127 58.3
労　働　費 15,182 8,000 52.7

農林水産業費 656,049 145,526 22.2
商　工　費 760,285 379,250 49.9
土　木　費 466,427 102,146 21.9
消　防　費 420,656 204,421 48.6
教　育　費 1,007,253 378,899 37.6
災害復旧費 28,860 10,058 34.9
公　債　費 1,464,427 512,028 35.0
諸  支  出  金 757,218 0 0.0
そ　の　他 18,662 0 0.0
合　　　計 9,621,553 3,297,649 34.3

歳入科目 予算現額
（千円）

収入済額
（千円）

収納率
(％）

町　　　税 1,632,751 816,295 50.0
地方譲与税 127,600 37,232 29.2
各種交付金 310,500 143,082 46.1
地方交付税 4,115,959 2,658,596 64.6
分担金及び
　　負担金 76,044 30,527 40.1

使用料及び
　　手数料 232,725 111,892 48.1

国庫支出金 367,525 34,209 9.3
県  支  出  金 630,023 112,183 17.8
財  産  収  入 106,633 3,267 3.1
繰　入　金 237,404 0 0.0
諸　収　入 357,628 67,214 18.8
町　　　債 1,411,758 0 0.0
寄　附　金 310 310 100.0
そ　の　他 14,693 14,693 100.0
合　　　計 9,621,553 4,029,500 41.9

表２（歳出） 表１（歳入）
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（公営企業会計）

（特別会計）

会　　計　　名 地方債残高
一般会計 14,431.7
コミュニティ・プラント事業特別会計 635.6
簡易水道事業特別会計 4.5
下水道事業特別会計 10,398.8
水道事業会計 2,255.5
浜坂病院事業会計 1,779.7

合　　　　計 29,505.8

表５（基金等現在高）

表３（地方債の現在高）

表４（一時借入金の現在高）

会　　計　　名 予算現額
（千円）

歳　　入 歳　　出
収入済額（千円）収納率（％）支出済額（千円）執行率（％）

国民健康保険事業特別会計 1,974,367 610,075 30.9 924,214 46.8
老人保健事業特別会計 1,750,923 804,026 45.9 1,082,000 61.8
介護保険事業特別会計 1,112,871 464,680 41.8 484,983 43.6
浜坂地区残土処分場事業特別会計 93,779 50,441 53.8 17,294 18.4
温泉地区残土処分場事業特別会計 33,420 13,990 41.9 2,677 8.0
コミュニティ・プラント事業特別会計 119,133 6,036 5.1 55,509 46.6
宅地造成事業特別会計 12,024 2 0.0 0 0.0
簡易水道事業特別会計 25,258 18,010 71.3 6,213 24.6
七釜温泉配湯事業特別会計 14,433 8,033 55.7 1,228 8.5
下水道事業特別会計 1,021,308 152,283 14.9 440,410 43.1

合　　　　　　　計 6,157,516 2,127,576 34.6 3,014,528 49.0

区　　分 収益的 資本的
収入 支出 収入 支出

病院事業
予算現額 1,352,586 1,516,287 170,449 177,101
執行済額 568,282 607,554 103,438 64,412
収納・執行率（％） 42.0 40.1 60.7 36.4

水道事業
予算現額 316,152 386,450 2,571 64,869
執行済額 118,342 65,941 0 13,952
執行率（％） 37.4 17.1 0.0 21.5

浜坂温泉
配湯事業

予算現額 47,995 47,995 1,510 9,121
執行済額 19,333 7,563 0 4,011
収納・執行率（％） 40.3 15.8 0.0 44.0

会　　計　　名 借入金現在高
一般会計 350,000
国民健康保険事業特別会計 150,000
公立浜坂病院事業会計 250,000

合　　　　計 750,000

◆公有財産 （単位：千円）

公用財産 土地 11,345㎡
建物 8,565㎡

公共用財産 土地 752,753㎡
建物 132,019㎡

普通財産 土地 3,435,025㎡
建物 2,081㎡

山　　林 所有 3,116,527㎡
分収 3,754,955㎡

動　　産 25施設
物　　件 地上権 1,591,583㎡
有価証券 442
出資による権利 434,727

◆基　　金 　　 （単位：千円）
財政調整基金 456,565
土地開発基金 73,584
減債基金 46,914
ふるさと水と土保全対策基金 2,569
地域福祉基金 54
海岸環境美化基金 79
国民健康保険財政調整基金 438,056
国民健康保健直営診療所基金 110
介護給付費準備基金 109,203
下タ山公共建設残土処分場
　　　　　　　事業基金

40,000

十字谷残土処分場整備基金 28,236
七釜温泉配湯事業施設

整備積立基金 23,534

生活排水処理事業基金 263,208
二日市温泉配湯事業施設整備基金 921
浜坂簡易水道事業施設整備基金 2,000

（単位：千円）

（単位：百万円）

（単位：千円）
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味
原
川
周
辺
地
区
の
現
状
と

景
観
形
成
地
区
の
位
置
づ
け

　

味
原
川
周
辺
は
、
浜
坂
の
歴
史
と
文

化
を
よ
り
よ
く
残
す
エ
リ
ア
で
す
。
味

原
川
を
中
心
に
広
が
る
浜
坂
独
特
の
風

景
は
、
誇
る
こ
と
の
で
き
る
美
し
い
風

景
と
い
え
ま
す
。
ま
た
味
原
川
は
、
ホ

味
原
川
周
辺
地
区
の
景
観
形
成
地
区
指
定
に
つ
い
て

　
「
浜
坂
景
観
ま
ち
づ
く
り
部
会
」
は
、
地
域
住
民
と
町
が
一
体
と
な
っ
て
、
浜
坂

の
景
観
を
守
り
育
て
て
行
こ
う
と
い
う
集
ま
り
で
す
。
部
会
で
は
、
景
観
形
成
地
区

の
指
定
の
方
法
や
、建
物
デ
ザ
イ
ン
の
基
準
な
ど
に
つ
い
て
勉
強
会
な
ど
を
通
じ
て
、

よ
り
よ
い
景
観
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
来
ま
し
た
。

　

こ
の
た
び
、
味
原
川
周
辺
地
区
の
景
観
形
成
地
区
指
定
の
範
囲
と
基
準
に
つ
い
て

住
民
素
案
を
作
成
い
た
し
ま
し
た
の
で
紹
介
し
ま
す
。

タ
ル
が
生
息
す
る
環
境
豊
か
な
川
で
も

あ
り
、
特
に
味
原
小
径
は
観
光
客
の
散

策
ス
ポ
ッ
ト
と
な
っ
て
い
る
の
み
な
ら

ず
、
地
域
住
民
の
生
活
道
路
と
し
て
も

役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
14
年
よ
り
「
味
原
川
清
流
会
」

が
、
味
原
川
の
清
掃
な
ど
を
通
じ
て
環

境
美
化
・
保
全
活
動
に
積
極
的
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
味

原
小
径
か
ら
見
え
る
風
景
か
ら
は
、
浜

坂
の
歴
史
・
風
土
が
感
じ
ら
れ
る
も
の

が
減
り
つ
つ
あ
り
、
味
原
川
の
水
量
や

水
質
な
ど
、
解
決
す
べ
き
問
題
も
抱
え

て
い
ま
す
。

　

味
原
川
周
辺
の
景
観
形
成
地
区
指
定

は
、
美
し
い
風
景
を
大
切
に
し
つ
つ
、

住
民
に
と
っ
て
、
住
み
良
く
誇
り
の
持

て
る
ま
ち
づ
く
り
を
お
こ
な
う
た
め
の

一
つ
の
手
法
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

味原川周辺景観形成地区指定範囲（案）
景
観
形
成
地
区
と
は

　

景
観
形
成
地
区
は
、
昭
和
60
年
度
に

制
定
さ
れ
た
景
観
の
形
成
等
に
関
す
る

条
例
に
基
づ
き
、
兵
庫
県
が
県
下
の
優

れ
た
景
観
の
保
全
・
維
持
を
図
る
た
め

指
定
し
て
い
ま
す
。

　

新
温
泉
町
内
で
は
、
ま
ち
な
か
景
観

形
成
地
区
と
し
て
「
湯
・
細
田
地
区
」

が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
指
定
後
は
、

景
観
形
成
基
準
に
沿
っ
た
景
観
形
成
の

誘
導
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

景
観
形
成
地
区
の
範
囲（
案
）

と
景
観
形
成
基
準
（
案
）

　

景
観
条
例
で
は
、
主
に
建
物
と
看

板
・
自
動
販
売
機
な
ど
の
設
置
方
法
に

関
し
て
ル
ー
ル
が
定
め
ら
れ
ま
す
。
こ

の
ル
ー
ル
に
つ
い
て
案
を
作
成
し
た
も

の
が
景
観
形
成
基
準
案
で
す
。

　

建
物
は
な
る
べ
く
高
く
せ
ず
、
勾
配

屋
根
を
乗
せ
る
、
屋
根
や
壁
の
色
は
落

ち
着
い
た
色
に
す
る
な
ど
、
浜
坂
の
歴

史
や
文
化
に
ふ
さ
わ
し
い
建
物
の
建
て

方
を
決
め
て
い
ま
す
が
、
浜
坂
地
区
内

に
普
通
の
建
物
を
建
て
る
際
に
は
、
特

段
の
不
都
合
は
な
い
よ
う
な
案
と
な
る

よ
う
に
考
え
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
基

準
に
沿
っ
た
建
物
を
建
て
る
際
に
は
、

県
や
町
か
ら
の
助
成
金
が
支
払
わ
れ
る

制
度
も
あ
り
ま
す
。

味原川周辺の景観
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よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て

　

こ
の
基
準
案
に
つ
い
て
は
、
来
年
４

月
に
景
観
形
成
地
区
指
定
を
受
け
ら
れ

る
予
定
で
す
。

　

浜
坂
景
観
ま
ち
づ
く
り
部
会
で
は
、

味
原
川
周
辺
の
景
観
形
成
地
区
指
定
を

当
面
の
目
標
に
活
動
し
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
は
、
味
原
川
周
辺
の
み
な
ら

ず
、
浜
坂
地
区
全
体
の
景
観
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
て
考
え
て
い
こ
う
と
し
て
い

ま
す
。

　

浜
坂
景
観
ま
ち
づ
く
り
部
会
は
、
ど

な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。
開
催
の
予

定
は
町
の
広
報
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

浜
坂
の
将
来
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

都
市
整
備
係　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

【建物の場所・大きさなど】川沿いの遊歩道から見て、市街地を
囲む山並みや田園風景などの自然景観要素を遮らないように努め
る。階数は 2階建て以下を基本とし、3階建て以上とする場合は、
下屋を設けるなど、周囲の景観と調和するよう努める。

【屋根の形や種類・色など】落ち着いた和風の意匠を基本とし、
まちなみ景観の連続性に配慮する。屋根は切妻平入、入母屋平入
の勾配屋根を原則とし、材料は瓦（鉄砂・いぶし・来待）を基本
とする。瓦としない場合、色を黒～灰～茶の範囲とする。

【壁の材料や色など】壁の材料は木材・土壁・石材・漆喰・竹な
どの自然素材が望ましい。また、木材で仕上げる場合には下見板
とするとなおよい（味原川周辺地区の特徴）。自然系の素材を使
用しない建物の主要な壁面の色彩は茶～黒～、または灰・白を基
本とする。

【サッシの種類や色など】建具の材質は特に指定しないが、色は
壁面の色と同一色とするか、茶～黒とするよう努める。

【その他建物に関する注意】味原川に面した擁壁は自然石の石垣
とするよう努める。やむを得ず自然石を用いない場合にも、出来
るだけ自然石を模した仕上とするよう努める。味原川に面した壁
面は自然系の素材とするよう努める。やむを得ない場合には生垣
や板塀などで周囲の景観にあわせるような配慮を行う。

味原川周辺地区　景観基準（案）抜粋
 

行
財
政
改
革
平
成
18
年
度
実
績

　

将
来
に
わ
た
る
強
固
な
財
政
基
盤
と
住
民
満
足
度
の
高
い
行
政
体
制
を
確
立
す
る

た
め
、
平
成
18
年
12
月
に
行
財
政
改
革
大
綱
及
び
実
施
計
画
を
策
定
し
、
特
に
18
年

度
か
ら
４
年
間
を
改
革
の
集
中
的
な
実
施
期
間
と
位
置
付
け
、
計
画
初
年
度
で
あ
る

18
年
度
は
、
人
件
費
・
職
員
数
の
削
減
、
補
助
金
の
整
理
合
理
化
、
事
務
事
業
の
見

直
し
な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

全
体
と
し
て
は
、
お
お
む
ね
計
画
ど

お
り
取
り
組
ん
だ
も
の
の
、
取
り
組
み

が
十
分
で
な
か
っ
た
項
目
と
し
て
、
未

利
用
地
の
売
却
処
分
、
町
税
収
能
率
の

向
上
、
公
営
企
業
等
の
経
営
健
全
化
な

ど
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

企
画
課　

行
革
推
進
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

金　額

計画効果額 ５８８，４１６千円

実績効果額 ５８９，５０２千円

行財政改革平成 18 年度の実績

―

問
い
合
わ
せ―

　

総
務
課　

人
事
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
１

人
事
異
動
の
お
知
ら
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

11
月
１
日
付

　
　
　
　
（
新
任
、
氏
名
、
旧
任
の
順
）

企
画
課

▼
主
事　

松
岡　

一
孝　

　
　
　
　
　
　
　
（
上
下
水
道
課
主
事
）
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加藤文太郎
記念図書館

「11月のおすすめの本」
ご案内

女ですもの
内田春菊×よしもとばなな著／ポプラ社

内田春菊とよしもとばなな。全然違うよう
に見える二人だが、人生の中で感じてき
たことや事実婚で暮らしていることなど、
深い部分で共通点を持っている。子ども
のこと、家族の問題、女と男についてなど
個性派の二人による興味深い本音トーク。

子どもがつくるほんものごはん
　坂本廣子著／クレヨンハウス

子どもと一緒に料理をしてみませんか？
小さな子どもでもちゃんと火も包丁も使
うことができます。身近な素材で主食か
らおやつまでをきちんと下ごしらえから
はじめてみましょう。子どもと一緒に楽
しんで生きる力がつく「食育」レシピ。

うちのコロッケ
　村上康成絵／世界文化社

朝ごはんのとき、急にお父さんが言い
ました。「今日の晩御飯はコロッケに決
定！」その日はみんなで、てんやわん
やのコロッケ作り。『うちのコロッケは
最高！、うちのばんごはんは最高！』
家族で食卓を囲みたくなる絵本。

いいから　いいから　２
長谷川義史作／絵本館

おじいちゃんとぼくは温泉旅行に行き
ました。ところが旅館で出てきた料理
は３人分。おじいちゃんは「いいから
　いいから」と言いますが、その夜部
屋におばけが現れて…。楽しいおじい
ちゃんとぼくの「いいから　いいから」
シリーズ第２弾。

「ほどほど」がだいじ　がんから５年
岸本葉子著／文芸春秋

虫垂がんの手術をした著者は、この５
年間に日々様々な思いを抱えて生きて
きた。がんは手術が成功してもそれで
終わりではなく、そこからが新しい人
生と向き合うことになる。著者流の暮
らしの工夫や感じ方に生きることの大
切さをもう一度考えさせられる本。

  

おはなし会　　 　　        　      
絵本の読み聞かせや紙芝居、簡単な
折り紙などをします。お子さんと一緒に
参加しませんか。

『もりのふゆじたく』他
◆と 　き　11月24日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

『みんなでぬくぬく』他
◆と 　き　12月8日（土）午後２時～
◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

子どもシネマの会　　　      
『くまのがっこう』

◆と 　き　12月8日（土）午後3時～

◆と こ ろ　加藤文太郎記念図書館

休館日のお知らせ　　　　      

12 月
日 月 火 水 木 金 土

1
2 3 4 5 6 7 8
9 10 11 12 13 14 15
16 17 18 19 20 21 22
23 24 25 26 27 28 29
30 31

TEL（0796）82-5251

広報しんおんせん（11月号） 16

11 月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30

は休館日
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契 約 請 負 状 況   （250 万円以上 )
工 事 ・ 事 業 名 場所 規　　　　　模 契約額 ( 円 ) 工　　　　　   期 業　者　名

公用車車庫屋根
修繕工事

浜坂
屋根葺き替え
Ａ＝ 262㎡
フェンス取替
Ｌ＝ 27.3m

2,717,400 平成 19年 9月 27日～
　平成 19年 11月 30日

㈲久瀬工務店

温泉総合支所車庫
兼倉庫建設工事

湯 鉄骨鋼板葺 2 階建 1 棟
Ａ＝ 155㎡

9,450,000 平成 19年 9月 27日～
　平成 19年 11月 30日

㈱山根工務店

消防施設修繕及び
ホース乾燥ポール
新設工事

浜坂他
消防センター屋根・
ホース乾燥塔修繕　1式
ホース乾燥ポール新設 2
箇所（和田 ･辺地）

3,759,000 平成 19年 10月 2日～　平成 19年 11月 30日 ㈱岸本工務店

（平成 19 年 9 月 16 日～平成 19 年 10 月 15 日契約分）

秋の叙勲

瑞宝単光章

北但西部森林組合作業班長
西澤　功　さん（64）

新温泉町中辻

　西澤功さんは、北但西部森林組合に昭和 43年
から 39年間勤務し、地元の林業の発展に貢献し
たとして「瑞宝単光章」を受章しました。10 年
前からは作業班長を務め「協力してくれた仲間や
周囲の協力があったからこそ受章できた。支えて
くれた家族にも感謝したい」と喜びを語っていま
した。
　立ち木の伐採や枝打ちなど、現場の責任者とし
て作業に従事し、長年の経験で培った技術や知識
を若い班員に伝えています。子どもの頃から牛の
世話などで山へ入る機会が多く、「季節の移り変
わりを肌で感じることができるこの仕事が好き。
夏場の暑さなど大変な時もあるが苦にならない。
体力が続く限り、山での仕事を頑張っていきたい」
と気持ちを新たにしていました。

秋の褒章

緑綬褒章

理容店経営
倉田　肇　さん（70）

新温泉町浜坂

　倉田肇さんは、昭和 56年から毎年欠かさず岸
田川河口の県道沿いにコスモスを植栽し、周辺の
ごみを拾うなど、環境美化を続けてきた活動が認
められ、「緑綬褒章」を受章しました。「緑綬褒章」
はボランティア活動など社会に奉仕する活動に、
顕著な実績がある人に授与される褒章です。
　生まれ育った浜坂の海・山・川などの自然が大
好きという倉田さん。植栽を始めたきっかけは、
この場所に車からゴミを捨てる人を目撃し、「き
れいにコスモスを植えておけばゴミを捨てる人も
いなくなるだろう」と考えたから。毎年秋には赤・
白・ピンクなど、さまざまな色のコスモスが咲き
乱れ、通りがかる人の心を和ませています。「こ
れからも健康な限りずっとコスモスの苗を植えつ
づけていきたい」と意気込みを語っていました。

秋の叙勲・褒章
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まちの求人案内
　（常　用） 　（パート） 平成 19年 10月 22日現在

－問い合わせ－
ハローワーク豊岡　℡（0796）23-3101
ハローワーク香住　℡（0796）36-0137
ハローワーク鳥取　℡（0857）23-2021
サンシーホール浜坂　℡（0796）82-1735

事業所名 職種 年齢 賃金（千円）
（浜坂地域）
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 180～ 215
ゴダイ㈱ 薬剤師 不問 270～ 465
株本建設工業㈱ 建築技術者 不問 165～ 273土木技術者
㈱マル海渡辺水産 営業 不問 180～ 300
㈲ラッキー美容院 美容技術一般、

アシスタント等 40以下 140～ 250

㈱マルワ渡辺水産
水産加工員 18～ 35 145～ 170
水産加工
工場管理者 18～ 50 180～ 200

㈱隆栄水産 販売管理 不問 200～ 270
事務 不問 145～ 200

守山石油㈱ 給油販売員 20～ 40 130～ 140
㈱田中工業所 浄化槽管理士見習 35以下 150
オザキ住建㈱ 営業 不問 238
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 160～ 195
浜美屋食品㈱ ルート営業 40以下 165～ 245
日本精機宝石工業㈱ 生産作業 不問 120～ 150
㈲ＯＮＥ 携帯電話

販売員 29以下 130～ 200
㈲山米鮮魚 ホームページ作成 不問 130～ 180
㈱第一食品 調理師 不問 175～ 230
㈲福田建機 整備士 35以下 155～ 205
㈲山本工務店 型枠大工見習 不問 138～ 184
たじま農業協同組合 支店窓口業務 40以下 129
㈱エコール鳥取 塾講師 22～ 40 170～ 280
やすこ歯科医院 
喜井泰子

歯科衛生士 不問 210～ 230
ベビーシッター 50～ 60 120～ 150

㈱大上建設 土木施工管理技士 不問 250～ 300
（温泉地域）
㈱朝野家 販売係 不問 140～ 150

営業係 145～ 155
㈱みよしや旅館 客室係 不問 205～ 245
㈱御やどゆもと 客室係 不問 198

フロント係 25～ 35 150～ 200

㈱井筒屋
客室係

不問
231～ 256

フロント係 147～ 188
調理係 147～ 228

湯村観光タクシー㈱ 乗務員 不問 124

㈱ワークステーション
客室係

不問 158～ 228配膳
調理補助

㈲八田屋 客室係 不問 188～ 226
㈱寿荘 フロント 不問 130～ 230

配膳係 180～ 250
医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 182～ 207
㈲山陰住設工業 営業 不問 150～ 300
㈲山村工務店 土木技術者

及び見習い 不問 160～ 250
㈱リフティング
ブレーン鳥取営業所 客室係 不問 176

長谷坂縫製 ミシンオペレ
ーター・検品 不問 121～ 130

富士綜合警備保障㈱
機動パトロール
及び機械警備員 20～ 35 126～ 147
警備員 18～ 60 132～ 187

事業所名 職種 年齢 時給（円）
（浜坂地域）
㈱マルワ渡辺水産 水産加工員 不問 700～ 850
㈲エフエムエルサービス 薬剤師 不問 1,800～ 2,000
特定医療法人杏風会
　浜坂七釜温泉病院 看護師 不問 1,000

但馬ダイエー警備保障㈲ 警備員 不問 700～1,000

ミネル㈱ 英会話講師及び
学習指導講師 不問 1,400～ 2,500

㈱マル海渡辺水産
販売店員

不問 750～1,000フロアースタッフ
千原縫製 縫製工 30～ 45 683

㈱隆栄水産

ウエーター、
ウエートレス 19 ～ 50 750～ 950

販売補助 不問 800～ 900
一般事務

山陰道路㈱ ホール係 不問 700～ 800
さかい歯科医院 歯科衛生士 不問 900～1,200
㈲山米鮮魚 事務 不問 750～ 850
㈱山陽フードサービス 調理員 20～ 60 750～ 800
特定非営利活動法人にーず 看護師 不問 1,100

（温泉地域）
㈱御やどゆもと 客室係 不問 1,125

㈱井筒屋

配膳係

不問

800
布団敷き 800
料飲係 950～1,100
客室係 1,300

伊藤歯科医院 歯科衛生士 不問 1,000
医療法人社団古澤クリニック 看護師 不問 1,200～ 1,300

㈱寿荘 客室係 不問 800～1,500
洗浄係 800～1,200

㈱とみや旅館 客室係 不問 1,000～ 1,300
配膳、洗浄係 750～ 800

㈲八田屋 客室係 不問 800～1,000
㈱西沢製作所 溶接工 不問 700
湯村クリーンサービス 美装業務 20～ 55 800～ 850
医療法人社団良和会
湯村温泉病院 看護師 不問 1,200～ 1,400

㈱ナカケー レジ・接客業務 不問 800～ 950
㈱コメリ 中四国地区本部 販売員 不問 760

広報しんおんせん（11月号）
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―

農
業
委
員
会
情
報
№
22―

　

農
業
委
員
視
察
研
修
に
参
加
し
て

　

午
前
6
時
30
分
新
温
泉
町
役
場
を
出

発
し
、
明
石
海
峡
大
橋
を
渡
り
四
国
に

入
る
。
第
１
の
視
察
先
は
、
鳴
門
市
に

あ
る
㈱
ア
グ
リ
ベ
ス
ト
で
、「
栽
培
者

で
あ
る
農
業
者
が
儲
か
る
農
業
」
の
仕

組
み
の
確
立
を
め
ざ
す
会
社
で
あ
る
。

高
糖
度
の
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
、
甘
く
て

美
味
し
い
イ
チ
ゴ
の
生
産
を
養
液
栽
培

や
養
液
土
耕
栽
培
と
い
っ
た
最
新
の
栽

培
法
を
駆
使
し
て
い
る
施
設
で
あ
り
、

試
験
ほ
場
を
見
学
し
た
。

　

第
２
の
視
察
は
、
香
川
県
高
松
市

で
施
設
野
菜
栽
培
を
営
む
真
鍋
茂
さ

ん
（
61
歳
）
の
ハ
ウ
ス
。
船
舶
艤
装
関

係
の
会
社
を
定
年
退
職
後
に
就
農
し
、

は
じ
め
は
家
庭
菜
園
を
楽
し
ん
で
い
た

が
、「
か
が
わ
ア
グ
リ
塾
」
を
受
講
し

た
こ
と
で
農
業
に
対
す
る
興
味
が
膨
ら

み
就
農
し
た
方
で
あ
る
。
施
設
野
菜
で

ミ
ニ
ト
マ
ト
５
ア
ー
ル
を
栽
培
し
て
い

る
。
高
松
市
の
「
多
彩
な
園
芸
産
地
等

育
成
推
進
事
業
」
を
活
用
し
て
ハ
ウ
ス

を
新
設
し
、
奥
さ
ん
と
二
人
で
経
営
し

４
年
目
を
迎
え
て
い
る
。
就
農
し
て
感

じ
た
こ
と
は
、「
農
業
は
子
育
て
と
同

じ
で
、
手
が
抜
け
な
い
が
、
単
に
働
き

続
け
る
の
で
は
な
く
、
よ
く
働
き
、
よ

く
遊
び
、
メ
リ
ハ
リ
を
つ
け
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
」
と
言
っ
て
お
ら
れ
た
真

鍋
さ
ん
の
意
気
込
み
は
見
習
い
た
い
も

の
で
あ
る
。
我
が
町
も
団
塊
の
世
代
の

就
農
に
期
待
を
し
た
い
。

　

二
日
目
は
、
瀬
戸
大
橋
を
渡
り
鳥
取

県
米
子
市
へ
向
か
う
。
研
修
の
メ
ー
ン

で
あ
る
第
９
回
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

の
視
察
で
あ
る
。
全
国
の
優
秀
な
和
牛

が
５
年
に
１
度
、
一
堂
に
会
し
て
そ
の

優
秀
を
競
う
全
国
大
会
で
、「
和
牛
の

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
と
も
称
さ
れ
る
大
会

で
あ
る
。
当
日
は
、我
が
町
か
ら
唯
一
、

種
牛
の
部
の
第
２
区
（
若
雌
の
１
）
に

出
場
し
て
い
る
、中
井
勝
さ
ん
（
飯
野
）

の
「
あ
き
か
つ
号
」
の
審
査
の
日
で
あ

る
。
到
着
す
る
と
、
中
井
さ
ん
が
牛
の

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
、

我
々
農
業
委
員
は
全
員
で
激
励
、
い
よ

い
よ
審
査
の
時
が
き
た
。
全
国
の
優
秀

な
和
牛
が
頂
点
を
目
指
す
。
41
番
「
あ

き
か
つ
」
の
紹
介
が
は
じ
ま
る
。
広
い

会
場
内
に
緊
張
感
が
走
る
。
我
々
も
精

一
杯
の
拍
手
を
し
て
応
援
し
た
。
会
場

内
で
地
元
新
温
泉
町
の
関
係
者
と
合
流

し
て
大
き
な
声
援
を
送
っ
た
。

　

審
査
の
結
果
は
、後
日
発
表
に
な
り
、

２
区
（
出
品
33
頭
）
１
等
７
席
「
あ
き

か
つ
号
」
は
、
全
国
和
牛
能
力
共
進
会

で
健
闘
し
、
但
馬
牛
の
名
声
を
高
め
評

価
も
高
ま
っ
た
よ
う
だ
。
今
後
の
新
温

泉
町
の
畜
産
振
興
を
願
い
た
い
も
の
で

あ
る
。
近
い
時
期
に
、
兵
庫
県
で
全
国

和
牛
能
力
共
進
会
が
開
催
さ
れ
る
こ
と

を
願
い
な
が
ら
会
場
を
後
に
し
た
。

　

５
年
に
１
度
の
全
共
に
参
加
で
き
、

意
義
深
い
研
修
が
で
き
た
と
思
う
。

▼
問
い
合
わ
せ　

農
業
委
員
会

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
６

広報しんおんせん（11月号）

第９回全国和牛能力共進会（米子市）の様子

10
月
10
日
か
ら
11
日
の
２
日
間
、
農
業
委
員
視
察
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
月

は
、
視
察
研
修
に
参
加
し
た
農
地
部
会
重
本
委
員
の
感
想
を
掲
載
し
ま
す
。

▼
作
り
方

①
栗
を
熱
湯
に
10
分
程
つ
け
る
。

②
栗
の
鬼
皮
と
渋
皮
を
、
て
い
ね
い
に

む
く
。

③
鍋
に
栗
と
く
ち
な
し
の
実
を
入
れ

て
、
中
火
で
10
分
程
ゆ
で
る
。

④
別
の
鍋
に
栗
と
水
を
入
れ
、
落
と
し

ぶ
た
を
し
て
や
わ
ら
か
く
な
る
ま
で

弱
火
で
煮
る
。

⑤
④
に
砂
糖
、
み
り
ん
、
塩
を
入
れ
て

２
～
３
分
煮
て
、
味
を
し
み
込
ま
せ

る
。

美
方
郡
生
活
研
究
グ
ル
ー
プ
連
絡
協
議
会
発
行

「
伝
え
た
い
美
方
郡
ふ
る
さ
と
の
味
」
よ
り

郷
土
食
を
食
べ
て
健
康
に
！

　

★
栗
の
甘
露
煮

◆材料（４人分）
・栗・・・・・・・・500 ｇ
・砂糖・・・・・・・150 ｇ
・みりん・・・・・大さじ 3
・塩・・・・・・小さじ 1/2
・水・・・・・・・2カップ
・くちなしの実・・・・1個



20

　10月 21 日（日）、加藤文太郎記念図書館で、としょ
かん寄席や文太郎鍋の振る舞いなどを行いました。
　この催しは、10月 1日の開館記念日に合わせて行う
「図書館まつり」の一環で、としょかん寄席は鳥取大学
落語研究会が昨年に引き続き行ったものです。小学生か
ら大人まで誰にでもわかる楽しい落語で、大喜利では参
加者からのお題に、愉快な回答で爆笑の渦を巻き起こし
ていました。また、文太郎が食べたといわれる「文太郎
鍋」も振る舞われ、多くの来場者でにぎわいました。

ささゆり大運動会
　介護老人保健施設「ささゆり」の大運動会を 10 月
17日（水）に施設内で開催しました。
　この運動会は、入所者らに四季の行事を通して季節感
を味わっていただくとともに、童心に返って楽しみなが
ら運動していただこうと毎年開催しているものです。
　約 80人の入所者、通所者らが紅白にわかれて、玉入
れ、じゃんけんゲームなどをして楽しみ、会場は声援と
拍手が絶えませんでした。また、職員による応援合戦で
は、仮装のパフォーマンスなども飛び出し、会場を大い
に盛り上げました。

Spa！Dream 音楽祭スクール事業
　日本を代表するジャズドラマー猪俣猛さんによる
Spa!Dream 音楽祭のプレイベントとして、町内の中学
校・高等学校吹奏楽部員を対象に、スクール事業を 10
月 27日（土）夢ホールで行いました。
　この事業は「子どもたちに音楽のすばらしさを感じて
もらいたい」との猪俣さんの意向により行ったもので、
約 100 人が参加しました。猪俣さんは生徒たちの間を
歩きながら演奏のコツを指導したり、自らドラムに座っ
て生徒との共演を行いました。

　「第 8回宇野雪村賞全国書道展・第 5回新温泉町小中
学生書作品展」の表彰式を 10月 28日（日）、浜坂先人
記念館「以命亭」で行いました。
　宇野雪村賞・文部科学大臣賞を受賞した金田郁子さん
（神戸市）に、馬場町長が賞状、記念品などを手渡しま
した。金田さんは「受賞は夢にも思っていなかった。私
ひとりの力ではなく多くの先生の指導があっての受賞
で、うれしさとともに感謝の気持ちでいっぱいです」と
喜びを語っていました。

宇野雪村賞全国書道展表彰式

H19（2007）.11.8

広報しんおんせん（11月号）

加藤文太郎記念図書館まつり
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　　　　　　　　新温泉町特産まつり

まちの話題すけっち

しんおんせん
すけっち

しんおんせん

広報しんおんせん（11月号）

二尾山秋の収穫祭
　10 月 8 日（月）、日ごろの感謝と二尾山農地及び農
産物の振興を図るため、「二尾山秋の収穫祭」が開催さ
れました。
　当日はあいにくの雨模様でしたが、会場では二尾山（標
高約 400m）で収穫された野菜や花、二尾山の農産物が
入った二尾山あつあつ鍋等の販売が行われました。自分
で掘ったイモを袋に詰めて持ち帰れることが好評のサツ
マイモの芋ほり大会も行なわれ、多くの来場者でにぎわ
いました。

　10月 7日（日）リフレッシュパークゆむら周辺で温
泉町夢公社主催「第３回新温泉町特産まつり」が開催さ
れました。このまつりは自然豊かな新温泉町の山の幸、
海の幸をＰＲするもので、会場では浜坂で水揚げされた
新鮮なエビなどの海産物をはじめ、温泉地域で収穫され
た野菜などの農産物や加工品の販売が行われました。ま
た、特設ステージでは、香美町小代区の「新屋芸能同好
会」による踊りや演劇も披露されました。

　10月14日（日）浜坂北小学校を発着点とした周回コー
スで「第２回新温泉町駅伝競争大会」が行なわれました。
　大会に備えて練習を積み重ねた、小学生から一般まで
の 50 チーム 235 人が出場し、心地よい潮風を受けな
がら健脚を競いました。コースは、男子の地区、事業
所、中・高校生が 16．98㌔（6区間）、中学生女子が 9．
85㌔（5区間）、小学生男女は 5．64㌔（4区間）でした。
選手が最後まで力走する姿に、保護者をはじめ多くの応
援の方々から大きな拍手や声援が送られました。

新温泉町駅伝競走大会

　七釜温泉街の開湯 45周年を記念したイベント「第 2
回七不思議めぐりウォークラリー」が 10月 14日（日）、
七釜温泉街で開催されました。
　ウォークラリーは、約 1㎞のコースをクイズ方式で答
えを解きながら七釜温泉の魅力を知ってもらおうと行っ
ているもので、参加者らは地図を片手に「斎の神」「子
授かり地蔵」などの史跡名所を巡りました。ゴール地点
の「こうらく園」では、大釜を使っての七釜鍋が無料で
ふるまわれ、参加者はほっと一息ついていました。

七不思議めぐりウォークラリー
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▼
と
き　

11
月
12
日
（
月
）
午
後
７
時
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
多
目
的
集
会
施
設

▼
主
催　

新
温
泉
町

▼
内
容　

・
基
調
講
演

　
「
求
め
ら
れ
る
地
域
の
情
報
化
」　

　

鳥
取
環
境
大
学
情
報
シ
ス
テ
ム
学
科

　
　
　
　
　
　
　

秦
野
諭
示　

教
授

・
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

▼
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
広
報
情
報
係

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
４

I N F O R M A T I O N
わ
が
ま
ち

”新
温
泉
“

く
ら
し
の
情
報

H19（2007）.11.8

ご
案
内

広報しんおんせん（11月号）

～
あ
な
た
を
３
Ｄ
の
世
界
へ
～ 

シ
ャ
ド
ー
ボ
ッ
ク
ス
作
品
展 

の
ご
案
内

▼
と
き　

11
月
10
日
（
土
）
～

　

12
月
26
日
（
水
）

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
先
人
記
念
館「
以
命
亭
」

▼
内
容　

町
内
在
住
で
、
公
民
館
等
で

講
師
を
し
て
い
る
島
田
照
代
さ
ん
の

作
品
約
70
点
を
展
示

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
先
人
記
念
館
「
以
命
亭
」

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
４
９
０

「
新
温
泉
町
・
情
報
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」 

開
催
の
ご
案
内

　

近
年
の
情
報
通
信
技
術
は
飛
躍
的
な

発
展
を
遂
げ
、
社
会
の
あ
ら
ゆ
る
分
野

に
情
報
技
術
が
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

現
在
で
は
、
通
信
の
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド

（
高
速
大
容
量
）
化
、
放
送
の
デ
ジ
タ
ル

化
が
進
み
、
通
信
・
放
送
の
融
合
が
急

速
に
進
展
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
で
新
温
泉
町
で
は
、

過
疎
化
・
少
子
高
齢
化
・
地
域
活
性
化

な
ど
多
く
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

情
報
化
施
策
を
展
開
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
次
の
と
お
り
「
新
温
泉
町
・
情

報
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
ま
す
の

で
、
町
の
情
報
化
の
あ
り
方
に
つ
い
て

皆
さ
ん
も
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。
ぜ

ひ
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

美
方
郡
西
部
Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ 

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
開
催
に
つ
い
て

　
「
楽
し
く　

豊
か
に
生
き
る
」
～
三

つ
の
眼
と
笑
育
・
食
育
～
を
テ
ー
マ
に

Ｐ
Ｔ
Ｃ
Ａ
会
員
等
を
対
象
に
し
た
講
演

会
を
行
い
ま
す
。

▼
と
き　

11
月
18
日
（
日
）
午
後
１
時
～

▼
と
こ
ろ　

照
来
小
学
校
体
育
館

▼
主
催　

美
方
郡
西
部
Ｐ
Ｔ
Ａ
協
議
会

▼
講
師　

ラ
イ
フ
ハ
ー
モ
ニ
ー
教
育
研

究
所
所
長　

位
田
隆
久　

氏

▼
問
い
合
わ
せ　

照
来
小
学
校

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
０
９
３

農業所得の収支計算説明会

　農業所得の計算は、実際の収入金額から必要経費
を差し引いて計算する「収支計算」によって計算し
ます。収支計算をするには、収入金額や必要経費の
分かる請求書や領収書などの書類の保存が必要とな
ります。詳しくは、次のとおり説明会が開催されま
すので、参加してください。

【浜坂会場】
◇と　き　11月 29日（木）午前 10時～（約２時間）
◇ところ　浜坂多目的集会施設

【温泉会場】
◇と　き　11月 29日（木）午後２時～（約２時間）
◇ところ　保健福祉センター「すこやか～に」

―問い合わせ―
　豊岡税務署　個人課税第１部門
　℡（０７９６）２２‐２１４４
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公
立
浜
坂
病
院
か
ら
耳
鼻
咽
喉
科

外
来
診
療
の
休
診
の
お
知
ら
せ

　

耳
鼻
咽
喉
科
外
来
診
療
が
以
下
の
期

日
は
医
師
の
都
合
に
よ
り
休
診
と
な
り

ま
す
。
ご
迷
惑
を
お
掛
け
い
た
し
ま
す

が
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▼
休
診
日

　

11
月
21
日
（
水
）　

午
後

　

11
月
22
日
（
木
）　

午
前
・
午
後

▼
問
い
合
わ
せ　

公
立
浜
坂
病
院

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
６
１
１

移
動
図
書
館
車「
さ
さ
ゆ
り
号
」

運
行
日
の
変
更
に
つ
い
て

　

11
月
第
４
金
曜
日
（
11
月
23
日
）
の

移
動
図
書
館
車
「
さ
さ
ゆ
り
号
」
温
泉

地
域
（
八
田
方
面
）
の
運
行
日
程
を
次

の
と
お
り
変
更
し
ま
す
。

▼
運
行
日　

変
更
前　

11
月
23
日（
金
）

　
　
　
　
　

変
更
後　

11
月
30
日（
金
）

▼
対
象
地
域　

温
泉
地
域（
八
田
方
面
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

加
藤
文
太
郎
記
念
図
書
館

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
２
５
１

‐
12
月
１
日
か
ら
‐ 

国
民
健
康
保
険
証
が
変
わ
り
ま
す

　

新
し
い
保
険
証
を
11
月
22
日
（
木
）

以
降
に
区
長
、
町
内
会
長
さ
ん
を
通
じ

て
お
届
け
し
ま
す
。

　

役
場
で
の
受
け
取
り
を
希
望
す
る
人

は
11
月
15
日
（
木
）
ま
で
に
健
康
課
若

し
く
は
温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課
ま

で
連
絡
く
だ
さ
い
。（
受
け
取
り
は
11 

月
26
日
（
月
）
以
降
随
時
行
い
ま
す
）

※
受
け
取
り
に
は
旧
保
険
証
と
印
鑑
が

必
要
で
す
。

◇
こ
れ
ま
で
は
一
世
帯
に
１
枚
交
付
し

広報しんおんせん（11月号）

H19（2007）.11.8

て
い
ま
し
た
が
、
12
月
１
日
か
ら
は

一
人
１
枚
の
交
付
に
な
り
ま
す
。

◇
新
し
い
保
険
証
は
12
月
１
日
か
ら
お

使
い
く
だ
さ
い
。

◇
期
限
の
切
れ
た
古
い
保
険
証
は
各
自

で
処
分
し
て
い
た
だ
く
か
、
健
康
課

若
し
く
は
温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉

課
に
返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

◇
住
民
票
が
新
温
泉
町
に
な
い
学
生

で
、
学
生
用
の
保
険
証
が
必
要
な
人

は
、必
ず
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。（
学

生
用
の
保
険
証
に
は
、
在
学
証
明
書

か
学
生
証
の
コ
ピ
ー
が
必
要
で
す
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

国
保
年
金
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
２

　

温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

借
金
で
お
困
り
の
場
合
は

一
人
で
悩
ま
ず
相
談
を

　

ク
レ
ジ
ッ
ト
や
サ
ラ
金
等
か
ら
お
金

を
借
り
、
借
金
の
返
済
に
困
っ
て
い
る

け
ど
ど
こ
に
も
相
談
で
き
な
い
。
そ
ん

な
方
は
、遠
慮
な
く
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

一
人
で
悩
ん
で
い
て
も
借
金
は
な
く
な

り
ま
せ
ん
。

　

相
談
窓
口
で
は
、
事
情
を
詳
し
く
お

聞
き
す
る
こ
と
で
、
そ
の
方
に
合
っ

た
解
決
方
法
を
一
緒
に
考
え
ま
す
。
ま

た
、
電
話
で
の
相
談
も
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
早
め
の
相
談
が
大
切
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ　

町
民
課
生
活
環
境
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
１

　

温
泉
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

　

但
馬
生
活
科
学
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
９
６
）
23
‐
０
９
９
９

個人事業税の納税について
個人事業税は、所得税、住民税とは別に個人で事
業を行う方にかかる税です。個人事業税の第２期
分の納期限は、11 月 30 日（金）ですので、最寄
りの銀行等金融機関、郵便局で納めましょう。ま
た、納税には便利な講座振替制度もぜひご利用く
ださい。

役立っています、あなたの県税
兵庫県

お
知
ら
せ

公立浜坂病院
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I N F O R M A T I O N

広報しんおんせん（11月号）

H19（2007）.11.8

◇
個
別
処
理
区
域　

春
来
、
数
久
谷
、

高
山
、
竹
田
・
後
山
、
熊
谷
、
伊
角
、

桧
尾
、
宮
脇
、
内
山
、
越
坂
、
海
上
、

前
、
青
下
、
霧
滝

よ
り
豊
か
な
生
活
環
境
の
改
善
を
図
る

た
め
、
下
水
道
接
続
並
び
合
併
処
理
浄

化
槽
の
設
置
を
進
め
ま
し
ょ
う
。

‐
問
い
合
わ
せ
‐

　

上
下
水
道
課　

下
水
道
経
理
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
４

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

11
月
は
、「
松
く
い
虫
防

除
強
調
月
間
」
で
す

　

松
枯
れ
の
多
く
は
、
松
く
い
虫
（
マ

ツ
材
線
虫
病
）
に
よ
る
病
害
虫
で
す
。

松
く
い
虫
被
害
か
ら
貴
重
な
松
林
を
守

り
、
緑
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
を
図

る
た
め
、
松
く
い
虫
防
除
の
取
り
組
み

を
進
め
ま
し
ょ
う
。

　

６
～
８
月
に
松
く
い
虫
の
加
害
を
受

け
た
松
は
９
月
頃
か
ら
枯
れ
始
め
ま

す
。
放
置
し
て
い
る
と
来
年
の
夏
に
は

周
辺
の
松
に
伝
染
し
、
被
害
を
拡
大
さ

せ
ま
す
。
ま
た
、
倒
れ
て
く
る
と
大
変

危
険
で
す
の
で
、
被
害
松
林
の
所
有
者

の
方
は
伐
倒
し
、
薬
剤
散
布
や
焼
却
、

上
下
水
道
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

～
自
然
を
守
り
よ
り
よ
い
生
活
環
境
を
目
指
し
て
～ 

積
極
的
に
下
水
道
に
接
続 

し
ま
し
ょ
う

　

私
た
ち
は
自
然
の
恵
み
で
あ
る
水
を

使
い
、快
適
な
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
生
活
や
工
場
な
ど
か
ら
の

排
水
を
、
そ
の
ま
ま
川
や
海
に
流
す
と

環
境
汚
染
の
原
因
に
な
り
ま
す
。
そ
の

排
水
を
集
め
て
処
理
を
行
い
、
き
れ
い

で
安
全
な
水
に
し
て
か
ら
川
や
海
に
戻

す
の
が
下
水
道
の
役
割
で
す
。
町
全
体

の
下
水
道
接
続
率
は
９
月
末
現
在
で
、

68
・
５
％
で
す
。
未
接
続
の
方
は
一
日

も
早
く
下
水
道
に
接
続
し
て
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
下
水
道
に
対
す
る
理
解
を
深

め
て
い
た
だ
く
た
め
、
未
接
続
の
方
々

に
戸
別
訪
問
を
行
い
、【
下
水
道
の
し

お
り
】
を
配
布
し
、
下
水
道
へ
の
接
続

促
進
を
図
っ
て
い
ま
す
。
清
潔
で
環
境

に
や
さ
し
い
街
、
き
れ
い
な
川
や
海
に

す
る
た
め
に
、
積
極
的
に
下
水
道
に
接

続
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
は
、
接
続
促
進
等
に
伴
う
各
種

支
援
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

① 

下
水
道
接
続
並
び
に
合
併
処
理
浄

破
砕
チ
ッ
プ
な
ど
徹
底
し
た
被
害
木
の

駆
除
を
実
施
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

　

被
害
木
の
処
理
方
法
や
被
害
跡
地
の

整
備
に
な
ど
に
つ
い
て
も
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ　

但
馬
県
民
局　

豊
岡

農
林
振
興
事
務
所
森
林
林
業
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
26
‐
３
６
９
９

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

　

11
月
９
日
（
金
）
か
ら
15
日
（
木
）

に
か
け
て
全
国
一
斉
に
「
秋
の
全
国
火

災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
お

や
す
み
前
、
お
出
か
け
前
に
も
う
一
度

火
の
元
点
検
を
行
い
、
恐
ろ
し
い
火
災

を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

▼
今
年
の
テ
ー
マ

火
は
見
て
る　

 

　

あ
な
た
が
離
れ
る 

　
　
　
　
　

そ
の
時
を

▼
問
い
合
わ
せ

　

美
方
広
域
消
防
本
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
０
１
１
９

化
槽
設
置
に
伴
う
宅
内
排
水
設
備
工

事
に
要
す
る
資
金
融
資
あ
っ
せ
ん
及

び
利
子
補
給
を
行
い
ま
す
。

② 

個
別
処
理
区
域
に
お
け
る
合
併
処

理
浄
化
槽
設
置
に
対
し
て
補
助
を
行

い
ま
す
。

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に
対
す
る

補
助
金
と
利
子
補
給
に
つ
い
て

　

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
整
備
事
業
補

助
金
が
平
成
20
年
度
（
平
成
21
年
３
月

31
日
）
で
終
了
し
ま
す
。

　

個
別
処
理
区
域
の
方
々
で
合
併
処
理

浄
化
槽
を
設
置
す
る
予
定
の
あ
る
方

は
、
平
成
20
年
度
中
に
行
う
よ
う
に
し

て
い
た
だ
き
、
各
区
長
さ
ん
に
浄
化
槽

の
設
置
を
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

各
区
長
さ
ん
か
ら
町
に
対
す
る
報
告

期
限
は
、
平
成
19
年
11
月
19
日
（
月
）

ま
で
と
な
っ
て
お
り
ま
す
で
、
積
極
的

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
町
内
全
域
を
対
象
に
下
水
道

接
続
並
び
に
合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
に

伴
う
宅
内
排
水
設
備
工
事
に
要
す
る
資

金
と
し
て
、
町
が
融
資
あ
っ
せ
ん
及
び

利
子
補
給
を
い
た
し
ま
す
。

◇
融
資
あ
っ
せ
ん
利
率　

年
２
・
５
％

◇
町
の
利
子
補
給
利
率　

年
２
・
０
％

◇
個
人
負
担
率　

年
０
・
５
％
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▼
回
収
方
法　

温
泉
地
域
婦
人
会
会
員

宅
ま
た
は
温
泉
総
合
支
所　

住
民
福

祉
課
ま
で
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

▼
回
収
期
限　

11
月
19
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ　

　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会
事
務
局

　
　
（
温
泉
総
合
支
所　

住
民
福
祉
課
）

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

「
新
温
泉
町
ス
ー
パ
ー
ソ
フ
ト

ド
ッ
ジ
大
会
」
参
加
チ
ー
ム
募
集

▼
と
き　

11
月
25
日
（
日
）

　

開
会　

午
前
８
時
45
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー

体
育
館
、
新
温
泉
町
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
主
催　

新
温
泉
町
教
育
委
員
会

▼
部
門　

　

ア　

一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
）

　

イ　

小
学
校
高
学
年
の
部

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
小
学
生
の
み
）

　

ウ　

小
学
校
低
学
年
の
部

　
　
　
　
　
　
（
小
学
１
、２
、３
年
生
）

▼
対
象　

新
温
泉
町
在
住
も
し
く
は
在

勤
・
通
学
し
て
い
る
人

▼
チ
ー
ム
編
成　

１
チ
ー
ム　

７
名

（
選
手
登
録
は
10
名
ま
で
可
）

▼
参
加
料　

１
チ
ー
ム　

１
０
０
０
円

※
た
だ
し
、
チ
ー
ム
全
員
が
小
・
中

学
生
の
場
合
は
無
料

▼
募
集
期
限　

11
月
19
日
（
月
）

　

午
後
５
時
ま
で

▼
問
い
合
わ
せ　

　

教
育
委
員
会　

社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

標
準
営
業
約
款
制
度「
Ｓ
マ
ー
ク
」

を
ご
ぞ
ん
じ
で
す
か

　

標
準
営
業
約
款
制
度
は
、
法
律
で
定

め
ら
れ
た
消
費
者
（
利
用
者
）
養
護
に

資
す
る
た
め
の
制
度
で
す
。

　

厚
生
労
働
大
臣
認
可
の
約
款
に
従
っ

て
営
業
す
る
こ
と
を
登
録
し
た
店
舗
で

は
、
店
頭
に
「
Ｓ
マ
ー
ク
」
を
掲
げ
て
い

ま
す
。
登
録
店
は
、
安
全
・
清
潔
・
安

心
を
約
束
す
る
信
頼
で
き
る
お
店
で
す
。

▼
対
象
店
舗　

理
容
店
、
美
容
店
、
ク

リ
ー
ニ
ン
グ
店
、
め
ん
類
飲
食
店
、

一
般
飲
食
店

▼
問
い
合
わ
せ　

㈶
兵
庫
県
生
活
衛
生

営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
１
‐
８
０
９
７

牛
乳
パ
ッ
ク
の
回
収
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

　

温
泉
地
域
消
費
者
の
会
は
、
ご
み
の

減
量
・
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
に
、
牛
乳

パ
ッ
ク
と
食
品
ト
レ
ー
を
回
収
し
て
い

ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
回
収
す
る
も
の　

牛
乳
パ
ッ
ク
（
裏

に
銀
紙
が
つ
い
て
な
い
も
の
を
開
き

洗
っ
て
乾
か
す
）、食
品
ト
レ
ー
（
白

色
の
も
の
を
き
れ
い
水
洗
い
し
、
乾

か
す
）

募　

集

第
２
回
秋
季
婦
人
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

大
会
参
加
チ
ー
ム
の
募
集

▼
と
き　

11
月
18
日
（
日
）　

　

午
前
８
時
30
分
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー

▼
対
象　

既
婚
の
女
性
又
は
30
歳
以
上

の
女
性

▼
参
加
費　

１
チ
ー
ム　

２
０
０
０
円

（
傷
害
保
険
料
を
含
む
）

▼
募
集
期
限　

11
月
13
日
（
火
）

▼
問
い
合
わ
せ　

新
温
泉
町
体
育
協
会

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
４
５
１
２

㈱クレディアと取引のあった方へ
　消費者金融の㈱クレディア（本店　静岡県静岡市）が
平成 19 年９月 14 日に民事再生手続きの申請を行い、
事実上倒産しました。クレディアは、自主的に全ての顧
客のデータを洗いだすことはしない方針ですので、取引
のある方あるいは過去に取引していた方自らが申し出な
い限り、過払金が救済されないことになります。しかも、
その届出期間が 11 月 26 日（月）までとなっています
ので、極めて緊急性を帯びています。
◇相談窓口　司法書士会総合相談センター
　　℡（０７８）３４１‐２７５５
　　（予約制　毎週火曜・金曜日　午後５時～７時）
　　※電話での無料相談もしています。
　　（平日　午前９時～午後５時）

―問い合わせ―
　町民課　生活環境係

　℡（０７９６）８２‐５６２１
　温泉総合支所住民福祉課

　℡（０７９６）９２‐１１３１（代）
　但馬生活科学センター

　℡（０７９６）２３‐０９９９
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「
し
い
た
け
菌
植
え
体
験
」

参
加
者
募
集

▼
と
き　

11
月
25
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
山

高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
参
加
費　

大
人
１
０
０
０
円
、
小
中

学
生
５
０
０
円

▼
持
ち
物　

手
袋
、
作
業
の
で
き
る
服
装

▼
募
集
期
限　

11
月
21
日
（
水
）

「
木
の
実
リ
ー
ス
づ
く
り
」

参
加
者
募
集

▼
と
き　

12
月
16
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
山

高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
参
加
費　

大
人
１
０
０
０
円
、
小
中

学
生
５
０
０
円

▼
持
ち
物　

弁
当
、
せ
ん
定
バ
サ
ミ
、

手
袋

▼
募
集
期
限　

な
し

―

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ―

　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

℡
（
０
７
９
６
）
99
‐
４
６
０
０

「
浜
坂
い
き
い
き
部
会（
仮
称
）」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　

地
域
の
歴
史
・
文
化
・
自
然
環
境
等

の
特
性
を
活
か
し
た
個
性
あ
ふ
れ
る
ま

ち
づ
く
り
を
実
施
し
、
地
域
経
済
・
社

会
の
活
性
化
を
図
り
、
町
民
の
生
活
の

質
の
向
上
を
実
現
し
て
い
く
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
制
度
の
活
用
に
向
け
て
「
都

市
再
生
整
備
計
画
」
を
作
成
す
る
た
め

「
浜
坂
い
き
い
き
部
会
（
仮
称
）」
を
開

催
し
ま
す
。

　

同
部
会
で
は
、
浜
坂
市
街
地
の
今
後

の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
実
施
す

べ
き
事
業
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
住

民
の
皆
さ
ん
の
意
見
、
ア
イ
デ
ア
を
反

映
さ
せ
る
た
め
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ

さ
い
。

▼
内
容　

参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
、「
都
市
再
生
整
備
計

画
」
の
策
定
に
あ
た
り
実
施
す
べ
き

事
業
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。
本
年

度
は
３
回
程
度
の
会
議
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

▼
浜
坂
い
き
い
き
部
会（
仮
称
）と
は
？

新
温
泉
町
内
の
商
工
関
係
団
体
、
ま

ち
づ
く
り
活
動
団
体
他
各
種
団
体
の

代
表
者
、
地
域
住
民
及
び
行
政
関
係

者
で
構
成
し
、
浜
坂
市
街
地
の
ま
ち

づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
、
実
践
し
て

上
山
高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

か
ら
の
お
知
ら
せ

「
ラ
ン
プ
シ
ェ
ー
ド
づ
く
り
‐
心
和
む 

灯
火
づ
く
り
‐
」
参
加
者
募
集

　

か
ず
ら
や
自
然
木
と
和
紙
で
ラ
ン
プ

を
作
り
ま
す
。
和
紙
を
通
し
た
や
わ
ら

か
な
灯
り
は
心
を
癒
し
、
和
ま
せ
て
く

れ
ま
す
。
世
界
で
一
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
作
品
づ
く
り
で
す
。

▼
と
き　

11
月
18
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

上
山
高
原
ふ
る
さ
と
館

▼
主
催　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
上
山

高
原
エ
コ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム

▼
内
容　

シ
ェ
ー
ド
作
り
、
ラ
ン
プ
組

み
立
て

▼
参
加
費　

大
人
１
８
０
０
円
、
小
中

学
生
１
３
０
０
円
（
材
料
代
含
む
）

▼
持
ち
物　

弁
当
、
せ
ん
定
ば
さ
み
、

作
業
の
で
き
る
服
装

▼
募
集
人
員　

先
着
20
人

　
　
　
　
　
（
小
学
生
は
保
護
者
同
伴
）

▼
募
集
期
限　

11
月
13
日(

火)

い
く
組
織
で
す
。

▼
募
集
期
間　

11
月
８
日
（
木
）
～

　

11
月
16
日
（
金
）

▼
募
集
対
象　

新
温
泉
町
内
に
在
住

し
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
心
の
あ
る
方

▼
問
い
合
わ
せ　

建
設
課
都
市
整
備
係

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
平
成
20
年
度 

入
学
生
・
受
講
生
募
集

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園
で
は
、
広
域
通
信
制
高

等
学
校
、
福
祉
通
信
教
育
、
お
よ
び
生

涯
学
習
通
信
講
座
の
学
生
・
受
講
生
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
内
容

・
高
等
学
校　

普
通
科
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
放

送
を
利
用
し
て
３
年
で
高
校
卒
業
資

格
取
得
）

・
専
攻
科　

社
会
福
祉
コ
ー
ス
（
介
護

福
祉
士
受
験
資
格
取
得　

２
年
制
）

・
社
会
福
祉
士
養
成
課
程
（
社
会
福
祉

士
受
験
資
格
取
得　

２
年
制
）

・
生
涯
学
習
通
信
講
座
（
趣
味
か
ら
資

格
ま
で
全
２
０
０
コ
ー
ス
以
上
）

▼
問
い
合
わ
せ　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
学
園

　

℡
（
０
４
２
）
５
７
２
‐
３
１
５
１

H19（2007）.11.8
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▼
募
集
期
限　

11
月
22
日
（
木
）

　

※
書
類
を
準
備
し
て
い
た
だ
く
必
要

が
あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
申
し
込

み
し
て
く
だ
さ
い
。（
郵
送
及
び
書
類

不
備
の
場
合
は
受
付
で
き
ま
せ
ん
）

▼
申
込
方
法　

　

入
居
申
込
書
等
（
建
設
課
、
温
泉
総

合
支
所
産
業
建
設
課
に
あ
り
ま
す
）に
、

必
要
書
類
を
添
え
て
、
申
込
者
本
人
が

建
設
課
ま
た
は
温
泉
総
合
支
所
産
業

建
設
課
ま
で
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ

　

建
設
課　

管
理
係　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
３
１
１
５

　

温
泉
総
合
支
所　

産
業
建
設
課　

　

℡（
０
７
９
６
）92
‐
１
１
３
１（
代
）

町
営
住
宅
井
土
団
地
（
特
定

公
共
賃
貸
住
宅
）
空
家
募
集

▼
募
集
概
要

◇
所
在
地　

新
温
泉
町
井
土
６
１
３
番
地

◇
住
居
タ
イ
プ　

 
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
、
専
用

面
積　

82
・
56
㎡
、
２
１
３
号
室

◇
募
集
戸
数　

１
戸
（
１
階
）

◇
駐
車
場　

無
料
（
2
台
目
４
０
０
０

円/

月
額
）

◇
家
賃
（
月
額
）　

５
万
３
０
０
０
円

～
５
万
９
０
０
０
円
（
収
入
に
応
じ

て
決
定
し
ま
す
）

◇
共
益
費
（
月
額
）　

２
０
０
０
円

◇
入
居
可
能
予
定
日　

12
月
１
日（
土
）

◇
そ
の
他　

オ
ー
ル
電
化
住
宅

▼
入
居
資
格　

 　

◇
現
に
同
居
し
、
ま
た
は
同
居
し
よ
う

と
す
る
親
族
の
あ
る
人
。

◇
自
ら
居
住
す
る
た
め
に
住
宅
を
必
要

と
す
る
人

◇
本
町
に
居
住
し
て
い
る
人
、
ま
た
は

本
町
に
居
住
し
て
い
な
く
て
も
入
居

決
定
後
に
当
該
町
営
住
宅
に
住
所
異

動
が
可
能
な
人

◇
法
令
で
定
め
る
収
入
基
準
に
合
致
し

て
い
る
人

◇
連
帯
保
証
人
（
２
名
）
の
あ
る
人

◇
市
町
村
税
の
滞
納
の
な
い
人

鳥
取
砂
丘
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
を
彩
る

家
庭
用
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
募
集

　

今
年
も
、
冬
の
定
番
イ
ベ
ン
ト
「
鳥

取
砂
丘
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
」
が
、
12
月

22
日
（
土
）
か
ら
平
成
20
年
１
月
３
日

（
木
）
ま
で
、
鳥
取
砂
丘
市
営
駐
車
場

周
辺
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

鳥
取
砂
丘
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
実
行
委

員
会
で
は
、
み
な
さ
ん
が
お
手
持
ち
の

家
庭
用
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
（
屋
外
用

の
も
の
）
を
イ
ベ
ン
ト
会
場
に
飾
っ
て

頂
き
、
イ
リ
ュ
ー
ジ
ョ
ン
に
参
加
し
て

い
た
だ
く
こ
と
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

▼
申
込
期
限　

11
月
30
日
（
金
）

▼
取
付
場
所　

鳥
取
砂
丘
市
営
駐
車
場

付
近

▼
取
付
期
間　

12
月
８
日
（
土
）、

　

９
日
（
日
）

▼
取
付
方
法　

申
込
者
に
よ
る
取
付

▼
撤
去
作
業　

申
込
者
が
１
月
10
日
ま

で
に
撤
去

▼
そ
の
他　

設
置
期
間
中
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
損
傷
に
つ
い
て
は
、

一
切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。

▼
問
い
合
わ
せ　

　

鳥
取
市
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
推
進
課

　

℡
（
０
８
５
７
）
20
‐
３
２
２
７

「
つ
ど
い
１
・
17
」
に
使
用
す
る 

ろ
う
そ
く
の
募
集
に
つ
い
て

　
「
つ
ど
い
１
・
17
」
は
、
阪
神
淡
路

大
震
災
で
被
災
し
た
神
戸
で
、
鎮
魂
・

祈
り
・
希
望
を
ろ
う
そ
く
に
託
し
、
心

温
ま
る
灯
り
を
と
も
す
事
業
で
す
。
社

会
福
祉
協
議
会
で
は
、
皆
さ
ん
か
ら
提

供
し
て
い
た
だ
い
た
ろ
う
そ
く
を
加
工

し
、
被
災
地
神
戸
へ
届
け
ま
す
。

▼
内
容　

提
供
し
て
い
た
だ
け
る
ろ
う

そ
く
は
、
色
つ
き
で
も
構
い
ま
せ
ん
。

祝
い
（
結
婚
式
）、
イ
ベ
ン
ト
、
仏
事

に
使
用
し
た
も
の
で
も
結
構
で
す
。

※
集
ま
っ
た
ろ
う
そ
く
を
温
め
て
溶
か

し
、
新
た
な
ろ
う
そ
く
を
作
り
ま
す
。

▼
募
集
期
限　

11
月
26
日
（
月
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

社
会
福
祉
協
議
会　

温
泉
支
部

　

℡
（
０
７
９
６
）
92
‐
１
８
６
６

広報しんおんせん（11月号）

H19（2007）.11.8

募集中の井土団地２号棟
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広報しんおんせん（11月号）

「
県
民
モ
ニ
タ
ー
」
を 

　
　

募
集
し
て
い
ま
す

　

兵
庫
県
で
は
、
県
民
の
皆
さ
ん
の
参

画
と
協
働
に
よ
る
県
政
を
推
進
す
る
た

め
、
県
の
施
策
や
事
業
の
立
案
等
に
お

い
て
皆
さ
ん
か
ら
ご
意
見
、
ご
提
案
を

い
た
だ
く
「
県
民
モ
ニ
タ
ー
」
制
度
を

設
け
て
お
り
ま
す
。
い
っ
し
ょ
に
県
政

に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
活
動
内
容　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
、
皆
さ
ん
に
身
近
な
県
政
課
題
等

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
お
答

え
い
た
だ
き
ま
す
。
定
例
調
査
（
年

４
回
程
度
）
の
ほ
か
、
緊
急
の
事
案

が
生
じ
た
場
合
、
随
時
、
調
査
を
行

い
ま
す
。

▼
応
募
資
格

・
兵
庫
県
内
に
お
住
ま
い
又
は
在
勤
・

在
学
さ
れ
て
お
り
、
県
政
に
関
心
を

お
持
ち
の
18
歳
以
上
の
方
。（
な
お
、

常
勤
の
本
県
職
員
と
県
議
会
議
員
の

方
は
応
募
で
き
ま
せ
ん
。）

・
パ
ソ
コ
ン
で
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
、
電

子
メ
ー
ル
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き

る
方
。

▼
応
募
方
法　

県
民
モ
ニ
タ
ー
募
集

ペ
ー
ジ
の
受
付
フ
ォ
ー
ム 

か
ら
ご

応
募
く
だ
さ
い
。

▼
Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
eb.pref.hyogo.jp/

　

ac20/m
onitor.htm

l 

▼
募
集
人
員　

２
５
０
０
名

▼
募
集
期
間　

募
集
人
数
に
達
す
る
ま

で
随
時
受
付

▼
問
い
合
わ
せ　

兵
庫
県
県
民
政
策
部

知
事
室
広
聴
課
広
聴
係

　

℡
（
０
７
８
）
３
６
２
‐
３
０
２
１

「
自
衛
官　

２
等
陸
、
海
、

空
士
（
男
子
）」
募
集

▼
試
験
日　

12
月
８
日
（
土
）、
９
日

（
日
）

▼
募
集
資
格　

18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

男
子

▼
受
付
期
間　

11
月
20
日
（
火
）
～

　

12
月
９
日
（
火
）

▼
合
格
発
表　

12
月
下
旬

▼
問
い
合
わ
せ　

自
衛
隊
兵
庫
地
方
協

力
本
部
豊
岡
出
張
所

　

℡
（
０
７
９
６
）
22
‐
３
９
７
８

海
洋
体
験
学
習
「
Ｂ
＆
Ｇ
体
験

ク
ル
ー
ズ
」
参
加
者
募
集

　

客
船
で
の
航
海
、
集
団
生
活
、
寄
港

地
で
の
自
然
体
験
な
ど
を
通
し
て
、
礼

儀
、
節
度
な
ど
の
社
会
性
を
学
ぶ
と
と

も
に
、
海
（
自
然
）
の
恩
恵
と
保
全
へ

の
意
識
づ
け
を
行
い
、
豊
か
な
人
間
形

成
を
図
り
ま
す
。

▼
と
き　

平
成
20
年
３
月
26
日
（
水
）

～
31
日
（
月
）

▼
行
き
先　
（
寄
港
地
）
東
京
都
小
笠

原
村
・
父
島
（
二
見
港
）

　

※
出
発
地　

東
京
晴
海
ふ
頭

▼
主
催　
（
財
）ブ
ル
ー
シ
ー
・
ア
ン
ド
・

グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
財
団

▼
対
象　

小
学
校
４
年
生
～
中
学
校
３

年
生
）

▼
募
集
人
員　

３
人
（
応
募
者
多
数
の

場
合
は
抽
選
に
よ
り
決
定
し
ま
す
）

▼
参
加
料

　

◇
小
学
生　

10
万
１
３
０
０
円

　

◇
中
学
生　

11
万
３
４
０
０
円

　

※
い
ず
れ
も
町
が
２
万
円
を
補
助
し

　

ま
す
。参
加
料
は
助
成
前
の
金
額
。

▼
募
集
期
限　

11
月
30
日
（
金
）

▼
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課　

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

心
配
ご
と
相
談

期　日 時　間 場　所 対　象 問い合わせ

11月21日（水） 午後1時30分～ 4時 保健福祉センター 
すこやか～に 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866

11月28日（水） 午後1時30分～ 4時 役場 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部
TEL（0796）82-1071

身
障
相
談

期　日 時　間 場　所 内　容 問い合わせ

11月15日（木） 午後1時30分～ 3時30分 社会福祉協議会 
浜坂支部（二日市） 浜坂地域を対象 社会福祉協議会　浜坂支部

TEL（0796）82-1071

11月21日（水） 午後1時30分～ 4時 保健福祉センター 
すこやか～に 温泉地域を対象 社会福祉協議会　温泉支部

TEL（0796）92-1866
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「
ふ
れ
あ
い
野
球
教
室
」

参
加
者
募
集

▼
と
き　

平
成
19
年
12
月
２
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　

※
雨
天
の
場
合　

午
後
３
時
～
６
時

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
山
村
広
場
グ
ラ
ン
ド

　
　
　
　
　
　
（
新
温
泉
町
二
日
市
）

　

※
雨
天
の
場
合　

健
康
公
園
す
こ
や

か
ド
ー
ム
（
新
温
泉
町
湯
）

▼
主
催　

新
温
泉
町
・
新
温
泉
町
教
育

委
員
会

▼
講
師　

環
太
平
洋
大
学
教
職
セ
ン

タ
ー
講
師
・
硬
式
野
球
部
監
督
佐
伯

和
司
さ
ん（
元
広
島
東
洋
カ
ー
プ
投
手
）

▼
対
象　

小
学
生
・
中
学
生
・
チ
ー
ム

指
導
者
（
チ
ー
ム
単
位
で
の
参
加
を

原
則
と
し
ま
す
。）

※
た
だ
し
、
グ
ラ
ン
ド
内
に
入
場
で
き

る
チ
ー
ム
指
導
者
は
各
チ
ー
ム
2
名

ま
で
と
し
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

１
０
０
名

▼
募
集
期
限　

11
月
27
日
（
火
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
先
着
順

▼
参
加
料　

1
人　

１
０
０
円

　
（
一
日
イ
ベ
ン
ト
傷
害
保
険
料
含
む
）

※
た
だ
し
、
万
全
を
期
す
た
め
ス
ポ
ー

ツ
傷
害
保
険
等
に
各
チ
ー
ム
で
加
入

し
て
く
だ
さ
い
。

平
成
19
年
度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成

事
業
（
青
少
年
健
全
育
成
事
業
）

「
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教
室
」

参
加
者
募
集

▼
と
き　

平
成
19
年
11
月
14
日
（
水
）

　

・
小
学
生
の
部　

午
後
５
時
30
分
～

　

・
一
般
の
部
（
中
学
生
以
上
） 

　
　

午
後
７
時
～

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
体
育
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
温
泉
町
浜
坂
）

▼
主
催　

新
温
泉
町
・
新
温
泉
町
教
育

委
員
会

▼
講
師　

西
村
晃
一 

選
手
（
元
全
日

本
選
手
、
現
プ
ロ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
プ

レ
イ
ヤ
ー
）、
森
川
太
地 

選
手
（
プ

ロ
ビ
ー
チ
バ
レ
ー
プ
レ
イ
ヤ
ー
）

▼
対
象　

小
学
生
及
び
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
学
生
以
上
）

▼
募
集
人
数　

小
学
生
、
一
般
各
80
名

▼
募
集
期
限　

11
月
12
日
（
月
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※
先
着
順

▼
参
加
料　

1
人　

１
０
０
円

　
（
一
日
イ
ベ
ン
ト
傷
害
保
険
料
含
む
）

　

※
た
だ
し
、
万
全
を
期
す
た
め
ス

ポ
ー
ツ
傷
害
保
険
等
に
各
チ
ー
ム
で

加
入
し
て
く
だ
さ
い
。

―

申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ―

　

教
育
委
員
会
社
会
教
育
課

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
５
６
２
９

浜
坂
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
の 

ク
リ
ス
マ
ス
イ
ベ
ン
ト
参
加
者
募
集

▼
と
き　

①
11
月
30
日
（
金
）
～
、
②

12
月
７
日
（
金
）
～
、
③
12
月
14
日

（
金
）
～
、
12
月
21
日
（
金
）
～

　

※
い
ず
れ
も
午
後
６
時
集
合
。
１
泊

２
日

▼
と
こ
ろ　

浜
坂
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

▼
対
象　

小
学
生

▼
募
集
人
員　

各
40
人

▼
参
加
費
用　

①
の
み
３
５
０
０
円

　

②
③
④
は
３
８
０
０
円

▼
そ
の
他　

②
③
④
は
参
加
者
全
員

に
、
世
界
中
の
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル
を

会
員
料
金
で
利
用
で
き
る
「
少
年
パ

ス
」
を
無
料
発
行

▼
募
集
期
限　

そ
れ
ぞ
れ
の
実
施
日
の

前
々
日
ま
で
。
応
募
多
数
の
場
合
は

抽
選
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
11
月

19
日
（
月
）
以
降
は
先
着
順

▼
問
い
合
わ
せ

　

浜
坂
ユ
ー
ス
ホ
ス
テ
ル

　

℡
（
０
７
９
６
）
82
‐
１
２
８
２

【広告】
湯村温泉病院　整形外科外来のお知らせ

　●問い合わせ　湯村温泉病院　℡（0796）92 ‐ 0351

西島　直城　医師 鈴木　玄一郎　医師

11 月 17 日（土）第 3土曜日 11月   8日（木）第 2木曜日

12月   1 日（土）第 1土曜日 11月22日（木）第 4木曜日

12月 15日（土）第 3土曜日 12月13日（木）第 2木曜日

12月 29日（土）第 5土曜日 12月27日（木）第 4木曜日

※いずれも、㈶自治総合セン
ター 宝くじの助成金で事業
を行います。

宝 く じ は 
縁 の 下 の 
チ カ ラ 持 ち。 

宝くじは、広く社会に役立てられています。


